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0

1�

40�

1�

0�

1�

0�

1

３　月�
発生数�

1月から�
の累計�

15.5.1 広報ひがしゆり　18

北
海
道
、
本
州
（
中
部
以
北
の
日
本
海
側
）
に
生
え
る
大
型
の

多
年
草
で
、
こ
こ
で
は
ミ
ョ
ウ
サ
ク
と
い
い
ま
す
が
、
イ
ト
サ
ク
、

ミ
ツ
マ
タ
な
ど
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
山
沿
い
の
湿
り
気
の
多
い
谷

川
沿
い
、
河
岸
、
樹
陰
な

ど
を
好
ん
で
群
生
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
高
さ
は

２
�
に
も
な
り
、
根
生
葉

は
長
楕
円
形
の
小
葉
か
ら

な
る
２
、
３
回
羽
状
複
葉

で
裏
は
や
や
白
く
な
り
ま

す
。
８
、
９
月
に
直
立
し

た
花
茎
の
上
に
白
色
の
五

弁
花
を
大
き
い
散
形
花
序

を
つ
く
っ
て
開
き
、
花
後
、

広
楕
円
形
の
実
を
つ
け
ま

す
。
こ
の
若
芽
は
塩
蔵
さ

れ
、
賞
味
さ
れ
ま
す
。

1�　八塩いこいの森観桜会

（～14日）

2�　臨時議会

3�　憲法記念日

4�　国民の休日

5�　こどもの日

8�　予防接種（個別・日本脳炎）

10�　黄桜まつり（湖上花火大会）

ふれあい献血

11�　東京東由利会（赤羽会館）

黄桜まつり（健康ウォーク

マラソン、黄桜歌謡ショー）

ふれあい献血

13�　機能訓練

15�　第4回合併協議会

予防接種（個別・三混）

17�　町招待中学校野球大会

18�　春の八塩山登山

20�　ことぶき大学

22�　乳児健診

25�　秋田・東由利を語る会

27�　予防接種（個別・風疹）

28�　機能訓練

29�　フレッシュ教室

東
由
利�

エ
ゾ
ニ
ュ
ウ（

セ
リ
科
）

編
集
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発
行
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利
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画
課
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利
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東
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利
町
老
方
字
橋
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一
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番
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二
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NO.219

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

遠
藤
記
さ
ん
（
郡
山
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

畠
山
紀
子
さ
ん
（
横
小
路
）、
阿
部
隆
一
さ

ん
（
蔵
新
田
）、
佐
藤
吉
和
さ
ん
（
中
通
）、

小
笠
原
慶
照
さ
ん
（
横
渡
）、
伊
東
隆
悦
さ

ん
（
蔵
新
田
）、
佐
藤
増
子
さ
ん
（
新
処
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

暖かい日が
続いたと思っ
たら、肌寒い

雨の日が続き…。天気が変わる度に「今日はつ
ぼみも膨らんだだろう」「今年は遅い開花かな」
と八塩ダムの桜が気になってしまう、今年もそ
んな季節がやってきましたね。随分先の天気予
報と、桜咲き乱れる八塩ダムを想像し、既に桜
に心奪われているような気がします。役場にも
桜情報の問い合わせのお電話がたくさん寄せら
れています。東京や関西方面の方からだったり
すると、東由利町の桜も全国区なのだと実感し
ます。また、そんな桜の名所が本町にあること
がますます誇りに思えてくるのです。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
３
月
21
日
〜
４
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
３
月
21
日
〜
４
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

３／16
横
　
山
　
麻ま

衣い

ち
ゃ
ん〈
慶
　
和
〉
向
　
田

真
由
美

３／19
遠
　
藤
　
萌も

え

加か

ち
ゃ
ん〈
和
　
也
〉
小
　
倉

歩

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

３
／31
大
　
庭
　
朋
　
和
さ
ん

）
船
　
木

佐
々
木
　
美
穂
子
さ
ん

平
鹿
町

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

３／21
佐
藤
　
吉
雄
さ
ん
（
74
）
吉
　
和
･

父
　
・
中
　
通

３／21
阿
部
　
誠
也
さ
ん
（
83
）
隆
　
一
･

父
　
・
蔵
新
田

３／23
大
塚
　
　
清
さ
ん
（
62
）
ト
　
ク
･

夫
　
・
板
　
戸

３／24
小
笠
原
慶
蔵
さ
ん
（
73
）
テ
ル
子
･

夫
　
・
横
　
渡

４／４
大
日
向
サ
タ
オ
さ
ん
（
88
）
幸
　
博
･
祖
母
・
宮
ノ
前

４／５
工
藤
　
勇
子
さ
ん
（
54
）
定
　
男
･

妻
　
・
野
　
田

４／７
渡
辺
　
清
一
さ
ん
（
71
）
佐
藤
増
子
･
父
・
時
雨
山

４／10
伊
東
喜
一
郎
さ
ん
（
88
）
ト
ミ
ヱ
･

夫
　
・
大
　
琴

４／17
小
松
　
イ
チ
さ
ん
（
71
）
兵
　
亮
･
妻
・
舘
合
新
田

４／19
工
藤
喜
美
雄
さ
ん
（
90
）
ト
　
ミ
･

夫
　
・
新
　
処

4月上旬、町内でフクジュソウが咲いたという
話を聞いて早速見に行ってみることに。場所は定
かではなかったのですが、フクジュソウが群生し
ている土手はすぐに目を引き、車の中からでも簡
単に見つけることができました。
黄色い花はとてもかわいらしく、でも残雪のす

ぐ脇に咲くその姿はどこかたくましくもあります。
まさに春を告げる花なのだと実感しました。

（広報担当）



県
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
三

日
に
行
わ
れ
、即
日
開
票
の
結
果
、

由
利
郡
選
出
県
議
会
議
員
は
新
人

一
人
を
含
む
三
氏
が
当
選
し
ま
し

た
。

本
町
の
開
票
結

果
は
別
表
の
と
お

り
で
す
が
、
投
票

率
は
七
二
・
九
四

�
と
前
回
（
平
成

十
一
年
）
を
三
・
〇
ポ
イ
ン
ト
下

回
り
、
県
内
で
は
三
十
九
位
（
五

十
三
市
町
村
中
）、
郡
内
で
は
二

番
目
に
低
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。投

票
率
は
前
回
よ
り
低
下
し
た

も
の
の
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
の
熱
心
な
取
り
組
み
も
あ
り
、

不
在
者
投
票
数
は
前
回
の
九
十
八

票
か
ら
百
四
十
二
票
に
増
加
。
無

効
投
票
数
は
二
十
二
票
（
全
体
の

〇
・
七
四
�
）
に
抑
え
ら
れ
、
選

挙
権
を
有
効
に
行
使
し
よ
う
と
す

る
有
権
者
の
動
き
が
み
ら
れ
た
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
「
全

体
的
に
投
票
率
の
低
下
傾
向
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
本
町
に
つ
い
て
い
え
ば
、

依
然
と
し
て
若
い
層
の
棄
権
率
の

高
さ
が
目
立
ち
、
特
に
二
十
代
で

は
二
人
に
一
人
が
棄
権
。
い
か
に

こ
れ
ら
の
棄
権
者
を
投
票
に
引
き

つ
け
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課

題
」
と
し
て
い
ま
す
。

3 広報ひがしゆり　15.5.1
▲開票の様子

▲投票率が低かった県議選（第6投票区）

県議会議員選挙

二
十
代
は
二
人
に
一
人
が
棄
権

開
票
結
果

投票区�
当日有�

権者数�
投票者数�棄権者数�投票率�

第１（黒渕）�

第２（田代）�

第３（袖山）�

第４（舘合）�

第５（松柴）�

第６（老方）�

第７（祝沢）�

第８（法内）�

第９（ 蔵 ）�

第10（黒沢）�

第11（大琴）�

第12（杉森）�

計�

308�

295�

147�

831�

58�

822�

38�

327�

574�

64�

523�

64�

4,051

213�

215�

111�

593�

51�

573�

32�

248�

416�

49�

409�

45�

2,955

95�

80�

36�

238�

7�

249�

6�

79�

158�

15�

114�

19�

1,096

69.16�

72.88�

75.51�

71.36�

87.93�

69.71�

84.21�

75.84�

72.47�

76.56�

78.20�

70.31�

72.94

人� 人� 人� ％�

県議会議員選挙投票結果�

◎
さ
と
う
　
健
一
郎
（
自
現
）

九
六
一
票

◎
は
せ
べ
　
　
　
誠
（
無
現
）

九
一
六
票

◎
し
ぶ
や
　
正
　
敏
（
無
新
）

九
一
二
票

村
　
上
　
か
お
る
（
無
元
）

五
六
票

三
　
浦
　
あ
き
ら
（
無
新
）

八
八
票

Ｑ
　
納
税
意
識
の
高
揚
な
ど
か

ら
し
て
、
役
場
通
信
で
税
金
完

納
自
治
会
を
公
表
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

納
税
奨
励
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
市
町
村
合
併
の
進
行
状
況

な
ど
、
町
民
に
生
の
声
を
聞
か

せ
て
ほ
し
い
。

Ａ

地
域
座
談
会
な
ど
町
民
の

声
を
聞
き
、
情
報
提
供
す
る
場
は

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
い
つ
で
も

呼
ば
れ
れ
ば
各
種
団
体
の
集
ま
り

に
出
向
く
準
備
は
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
機
会
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
。

Ｑ
　
家
ノ
下
の
高
橋
徹
雄
さ
ん

宅
脇
の
段
差
を
解
消
し
て
ほ
し

い
。

Ａ

連
休
明
け
に
対
応
す
る
予

定
。

Ｑ
　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
塗

装
を
し
た
い
が
町
か
ら
の
補
助

は
あ
る
か
。

Ａ

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
各

自
治
会
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
「
交
通
災
害
・
不
慮
の
災

害
共
済
」
の
加
入
推
進
と
掛
金

の
集
金
に
つ
い
て
自
治
会
長
に

依
頼
し
て
い
る
理
由
は
。

Ａ

同
共
済
は
掛
金
が
安
く
有

利
な
制
度
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

利
便
性
・
効
率
性
を
図
る
と
い
う

観
点
か
ら
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
る
も
の
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
、
昨
年
住
民
コ

ー
ド
が
配
ら
れ
た
が
、
個
人
情

報
保
護
は
大
丈
夫
な
の
か
。

Ａ

本
町
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
に
対
す
る
規
定
を
作
る
な
ど

住
基
ネ
ッ
ト
の
管
理
状
況
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
り
、大
丈
夫
で
あ
る
。

Ｑ
　
町
内
に
廃
車
が
放
置
さ
れ

て
お
り
、
外
観
を
損
ね
る
の
で

処
理
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

廃
車
は
個
人
の
所
有
物
で

あ
り
、
行
政
が
処
理
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
各
所
有
者
に
処
理

を
お
願
い
す
る
な
ど
し
て
対
応
し

た
い
。

平
成
十
五
年
度
受
賞
者

功
労
自
治
会
長

中
ノ
沢
　
千
葉
和
重
さ
ん
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平成15年度自治会長会議�

町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
を
担
う
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の

問
題
や
意
見
を
持
ち
寄
り
話
し
合
う
「
平
成
十
五
年
度
自
治
会
長
会

議
」
が
四
月
二
十
三
日
、
東
由
利
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
六
十
一
自
治
会
の
会
長
さ
ん
の
ほ
か
町
長
、
役
場
の
担
当
課
長

な
ど
約
八
十
人
が
出
席
。
行
政
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
疑
問
や
要
望
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
出
さ
れ
た
主
な
意

見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲意見を述べる自治会長

▲新庁舎で行われた自治会長会議



県
議
会
議
員
選
挙
が
四
月
十
三

日
に
行
わ
れ
、即
日
開
票
の
結
果
、

由
利
郡
選
出
県
議
会
議
員
は
新
人

一
人
を
含
む
三
氏
が
当
選
し
ま
し

た
。

本
町
の
開
票
結

果
は
別
表
の
と
お

り
で
す
が
、
投
票

率
は
七
二
・
九
四

�
と
前
回
（
平
成

十
一
年
）
を
三
・
〇
ポ
イ
ン
ト
下

回
り
、
県
内
で
は
三
十
九
位
（
五

十
三
市
町
村
中
）、
郡
内
で
は
二

番
目
に
低
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。投

票
率
は
前
回
よ
り
低
下
し
た

も
の
の
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
の
熱
心
な
取
り
組
み
も
あ
り
、

不
在
者
投
票
数
は
前
回
の
九
十
八

票
か
ら
百
四
十
二
票
に
増
加
。
無

効
投
票
数
は
二
十
二
票
（
全
体
の

〇
・
七
四
�
）
に
抑
え
ら
れ
、
選

挙
権
を
有
効
に
行
使
し
よ
う
と
す

る
有
権
者
の
動
き
が
み
ら
れ
た
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
「
全

体
的
に
投
票
率
の
低
下
傾
向
に
歯

止
め
を
か
け
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
本
町
に
つ
い
て
い
え
ば
、

依
然
と
し
て
若
い
層
の
棄
権
率
の

高
さ
が
目
立
ち
、
特
に
二
十
代
で

は
二
人
に
一
人
が
棄
権
。
い
か
に

こ
れ
ら
の
棄
権
者
を
投
票
に
引
き

つ
け
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課

題
」
と
し
て
い
ま
す
。

3 広報ひがしゆり　15.5.1
▲開票の様子

▲投票率が低かった県議選（第6投票区）

県議会議員選挙

二
十
代
は
二
人
に
一
人
が
棄
権

開
票
結
果

投票区�
当日有�

権者数�
投票者数�棄権者数�投票率�

第１（黒渕）�

第２（田代）�

第３（袖山）�

第４（舘合）�

第５（松柴）�

第６（老方）�

第７（祝沢）�

第８（法内）�

第９（ 蔵 ）�

第10（黒沢）�

第11（大琴）�

第12（杉森）�

計�

308�

295�

147�

831�

58�

822�

38�

327�

574�

64�

523�

64�

4,051

213�

215�

111�

593�

51�

573�

32�

248�

416�

49�

409�

45�

2,955

95�

80�

36�

238�

7�

249�

6�

79�

158�

15�

114�

19�

1,096

69.16�

72.88�

75.51�

71.36�

87.93�

69.71�

84.21�

75.84�

72.47�

76.56�

78.20�

70.31�

72.94

人� 人� 人� ％�

県議会議員選挙投票結果�

◎
さ
と
う
　
健
一
郎
（
自
現
）

九
六
一
票

◎
は
せ
べ
　
　
　
誠
（
無
現
）

九
一
六
票

◎
し
ぶ
や
　
正
　
敏
（
無
新
）

九
一
二
票

村
　
上
　
か
お
る
（
無
元
）

五
六
票

三
　
浦
　
あ
き
ら
（
無
新
）

八
八
票

Ｑ
　
納
税
意
識
の
高
揚
な
ど
か

ら
し
て
、
役
場
通
信
で
税
金
完

納
自
治
会
を
公
表
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

納
税
奨
励
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
　
市
町
村
合
併
の
進
行
状
況

な
ど
、
町
民
に
生
の
声
を
聞
か

せ
て
ほ
し
い
。

Ａ

地
域
座
談
会
な
ど
町
民
の

声
を
聞
き
、
情
報
提
供
す
る
場
は

設
け
て
い
る
。
ま
た
、
い
つ
で
も

呼
ば
れ
れ
ば
各
種
団
体
の
集
ま
り

に
出
向
く
準
備
は
し
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
機
会
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
。

Ｑ
　
家
ノ
下
の
高
橋
徹
雄
さ
ん

宅
脇
の
段
差
を
解
消
し
て
ほ
し

い
。

Ａ

連
休
明
け
に
対
応
す
る
予

定
。

Ｑ
　
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
塗

装
を
し
た
い
が
町
か
ら
の
補
助

は
あ
る
か
。

Ａ

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
各

自
治
会
で
対
応
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
　
「
交
通
災
害
・
不
慮
の
災

害
共
済
」
の
加
入
推
進
と
掛
金

の
集
金
に
つ
い
て
自
治
会
長
に

依
頼
し
て
い
る
理
由
は
。

Ａ

同
共
済
は
掛
金
が
安
く
有

利
な
制
度
で
あ
り
、
地
域
住
民
の

利
便
性
・
効
率
性
を
図
る
と
い
う

観
点
か
ら
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
る
も
の
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

Ｑ
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
つ
い
て
、
昨
年
住
民
コ

ー
ド
が
配
ら
れ
た
が
、
個
人
情

報
保
護
は
大
丈
夫
な
の
か
。

Ａ

本
町
で
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
に
対
す
る
規
定
を
作
る
な
ど

住
基
ネ
ッ
ト
の
管
理
状
況
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
お
り
、大
丈
夫
で
あ
る
。

Ｑ
　
町
内
に
廃
車
が
放
置
さ
れ

て
お
り
、
外
観
を
損
ね
る
の
で

処
理
し
て
ほ
し
い
。

Ａ

廃
車
は
個
人
の
所
有
物
で

あ
り
、
行
政
が
処
理
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
各
所
有
者
に
処
理

を
お
願
い
す
る
な
ど
し
て
対
応
し

た
い
。

平
成
十
五
年
度
受
賞
者

功
労
自
治
会
長

中
ノ
沢
　
千
葉
和
重
さ
ん
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平成15年度自治会長会議�

町
と
地
域
の
パ
イ
プ
役
を
担
う
自
治
会
長
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
の

問
題
や
意
見
を
持
ち
寄
り
話
し
合
う
「
平
成
十
五
年
度
自
治
会
長
会

議
」
が
四
月
二
十
三
日
、
東
由
利
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
六
十
一
自
治
会
の
会
長
さ
ん
の
ほ
か
町
長
、
役
場
の
担
当
課
長

な
ど
約
八
十
人
が
出
席
。
行
政
に
対
す
る
日
ご
ろ
の
疑
問
や
要
望
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
出
さ
れ
た
主
な
意

見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲意見を述べる自治会長

▲新庁舎で行われた自治会長会議
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四
月
は
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
保
育
園
の

入
園
式
か
ら
小
学
校
・
中
学
校
の
入
学
式
、
こ

と
ぶ
き
大
学
の
開
講
式
な
ど
今
年
度
も
い
よ
い

よ
始
ま
る
ぞ
と
言
う
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
月
で

す
。役

場
で
も
一
日
、
新
庁
舎
で
初
め
て
の
年

度
始
め
の
辞
令
交
付
式
が
あ
り
ま
し
た
。
新
採

用
者
三
人
の
「
日
本
国
憲
法
に
則
っ
て
」
と
宣

誓
書
の
読
み
上
げ
が
あ
り
、
ま
た
人
事
異
動
、

昇
格
者
へ
の
辞
令
の
交
付
を
し
ま
し
た
。

式
で
は
、「
予
定
さ
れ
る
市
町
村
合
併
ま
で

二
年
で
あ
り
、
単
独
で
の
予
算
執
行
は
今
年
度

と
来
年
度
し
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
十
分
意
識
し
て
の
今
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
も
自
分
自
身
の
健
康
に
も
気
を
付
け
て

町
民
の
大
き
な
付
託
に
応
え
る
べ
く
一
生
懸

命
頑
張
ろ
う
」
と
職
員
に
訓
示
し
ま
し
た
。

遠
藤
忠
平
議
長
さ
ん
か
ら
も
激
励
の
ご
あ
い

さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

東
光
苑
で
の
辞
令
交
付
式
で
は
、
今
年

度
か
ら
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
い
ち

ょ
う
館
」
の
週
六
日
稼
働
の
実
施
や
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
構
想
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
増
床
構

想
な
ど
も
話
し
、
益
々
の
福
祉
の
拠
点
と
し
て

頼
り
に
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
て
い
こ
う
と
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
。

十
三
日
に
は
県
議
選
が
あ
り
投
票
率
が
気

に
な
っ
た
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
郡
内
下
か
ら

二
番
目
と
い
う
結
果
に
少
々
心
配
を
し
た
こ
と

で
し
た
。
当
選
さ
れ
た
お
三
方
に
は
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

十
七
日
に
は
第
三
回
合
併
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。い
よ
い
よ
、新
市
の
名
称
を
ど
う

す
る
の
か
の
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
す
ん
な

り
決
定
と
は
い
か
な
い
難
し
い
協
議
事
項
の
一

つ
で
す
が
、
ま
ず
ど
ん
な
手
順
で
決
定
し
て
い

く
の
か
の
方
法
論
の
議
論
を
致
し
ま
し
た
。
小

松
義
嗣
委
員
か
ら
も
発
言
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、良
い
名
前
を
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

二
十
三
日
、
自
治
会
長
会
議
が
あ
り
ま
し

た
。
心
忙
し
い
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
が
大
方

の
会
長
さ
ん
の
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
会
場

も
新
庁
舎
に
し
ま
し
た
が
、
椅
子
で
九
十
席
ほ

ど
座
れ
、
ま
ず
ま
ず
の
会
場
設
営
に
な
り
ま
し

た
。
行
政
が
主
催
す
る
会
で
は
多
人
数
の
会
で

す
か
ら
、
こ
れ
が
で
き
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
会
の

会
場
に
使
え
る
な
と
改
め
て
思
っ
た
こ
と
で
も

あ
り
ま
し
た
。

会
の
始
め
に
私
か
ら
今
年
度
の
事
業
と

市
町
村
合
併
の
状
況
を
申
し
上
げ
、
各
課
長

か
ら
所
管
の
説
明
や
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。
会
長
さ
ん
た
ち
か
ら
も
質
問
や
ご
意

見
、叱
咤
激
励
を
頂
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
大
難
儀
を
お
か
け
す
る
こ
と
で
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
議
の
後
に
は
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な

る
会
長
さ
ん
た
ち
に
新
庁
舎
を
ご
案
内
致
し
ま

し
た
が
、
町
民
集
会
所
の
機
能
も
十
分
と
評
価

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
湯
楽
里
で
の
一
献
の

席
上
で
も
か
な
り
気
合
が
入
っ
た
町
づ
く
り
の

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
遠
藤
議
長
さ
ん
始
め
ご
来
賓
の
皆
様
に
も

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
八
塩
い
こ
い
の
森
の
桜
は
何
年
ぶ

り
か
で
ウ
ソ
の
被
害
を
免
れ
ま
し
た
。
も
の
す

ご
い
と
い
う
形
容
の
桜
に
な
り
そ
う
で
す
。
黄

桜
ま
つ
り
が
楽
し
み
で
す
。
順
調
な
春
で
す
。

希望に胸ふくらませて�
小中学校入学式のひとこま�

4／4  八塩小学校�

▲教室でお返事の練習�

4／4  高瀬小学校�

▲校長先生のお話をきく新入生�

4／7  東由利中学校�

▲頼もしい29人の仲間たち�

市
町
村
合
併
に
関
す
る
課
題
や
要
望
を
地
域

住
民
か
ら
聞
く
「
第
二
回
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
四
月
十
六
日
、
東
由
利
町
役
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

懇
談
会
で
は
、阿
部
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

企
画
課
長
が
合
併
協
議
会
の
協
議
状
況
や
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市
町
村
建
設
計
画
に
か

か
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
▽
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の

住
民
説
明
会
の
単
位
を
細
か
く
し
、
多
く
の
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
▽
町
で
整

備
し
た
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
な
ど
情

報
通
信
基
盤
の
改
善
に
努
め
て
ほ
し
い
▽
県
道

羽
後
向
田
舘
合
線
整
備
な
ど
県
関
係
の
事
業
は

合
併
後
も
続
け
ら
れ
る
の
か
心
配
▽
市
町
村
建

設
計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
業
を
十
カ
年
で

行
う
と
す
れ
ば
莫
大
な
事
業
費
が
か
か
る
の
で

は
な
い
か
▽
桧
ノ
沢
林
道
を
若
林
に
つ
な
げ
る

計
画
が
な
い
。
寺
山
の
町
有
林
や
国
有
林
な
ど

も
あ
り
、
計
画
に
組
み
入
れ
て
ほ
し
い
▽
本
町

か
ら
議
員
が
二
、
三
人
し
か
出
な
い
と
す
れ
ば

地
元
住
民
の
声
は
届
き
に
く
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。
通
り
や
す
い
組
織
作
り
を
期
待
し
た
い

▽
他
地
域
の
先
駆
者
を
呼
ん
で
研
修
会
を
開
催

し
て
ほ
し
い
▽
児
童
公
園
や
広
場
の
整
備
と
い

っ
た
も
の
も
計
画
に
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
―
と

い
っ
た
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
市
の
名
称
決
定
方
法
に
つ
い
て
の

懇
談
で
は
、
▽
公
募
に
し
て
「
現
在
の
名
前
は

除
く
」「
郡
内
だ
け
の
公
募
」
な
ど
条
件
を
付

け
た
ら
ど
う
か
▽
鳥
海
山
や
子
吉
川
な
ど
地
域

の
特
徴
を
表
す
名
前
に
し
て
は
ど
う
か
▽
公
募

に
は
反
対
。「
本
荘
市
」
は
名
前
も
売
れ
て
お

り
馴
染
み
や
す
い
の
で
は
▽
各
市
町
が
そ
れ
ぞ

れ
の
手
法
に
よ
っ
て
二
つ
程
度
の
名
称
を
絞
り

込
み
、
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て
協
議
会
で
決
定
す

る
こ
と
に
し
て
は
―
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
が

四
月
十
七
日
、
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

席
上
、
協
議
に
先
立
ち
、
平
成
十
五
年
度
合

併
協
議
会
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
千
四
百
七
十
四
万
四
千
円

と
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
歳
出
予
算

の
主
な
も
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料
、
事
務

事
業
一
元
化
調
書
作
成
委
託
料
、
電
算
シ
ス
テ

ム
構
築
調
査
委
託
料
な
ど
。
合
併
協
議
会
へ
の

本
町
の
負
担
金
は
四
百
四
十
五
万
六
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

新
市
名
称
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
の
協
議
で

は
、
今
年
十
二
月
の
名
称
決
定
を
目
指
し
、
六

月
ま
で
に
決
定
方
法
を
決
め
る
こ
と
で
合
意
し

ま
し
た
。

慣
行
の
取
扱
に
つ
い
て
の
協
議
で
は
、市
章
、

市
民
憲
章
、
市
の
花
、
木
、
鳥
、
市
民
歌
、
宣

言
等
に
つ
い
て
は
新
市
に
お
い
て
制
定
、
調
整

す
る
も
の
と
し
、
表
彰
制
度
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
い
て
新
た
に
制
度
創
設
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

第
４
回
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

と
　
き
　
５
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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▲活発な意見交換が行われた「明日のまちづくり懇談会」

第2回�
明日のまちづくり懇談会懇談会�

第2回�
明日のまちづくり懇談会�

桧ノ沢～若林間の�
林道整備など提言�
桧ノ沢～若林間の�
林道整備など提言�

第
３
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

新
市
名
称
決
定
方
法
　
６
月
ま
で
に
決
定
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四
月
は
毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
保
育
園
の

入
園
式
か
ら
小
学
校
・
中
学
校
の
入
学
式
、
こ

と
ぶ
き
大
学
の
開
講
式
な
ど
今
年
度
も
い
よ
い

よ
始
ま
る
ぞ
と
言
う
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
月
で

す
。役

場
で
も
一
日
、
新
庁
舎
で
初
め
て
の
年

度
始
め
の
辞
令
交
付
式
が
あ
り
ま
し
た
。
新
採

用
者
三
人
の
「
日
本
国
憲
法
に
則
っ
て
」
と
宣

誓
書
の
読
み
上
げ
が
あ
り
、
ま
た
人
事
異
動
、

昇
格
者
へ
の
辞
令
の
交
付
を
し
ま
し
た
。

式
で
は
、「
予
定
さ
れ
る
市
町
村
合
併
ま
で

二
年
で
あ
り
、
単
独
で
の
予
算
執
行
は
今
年
度

と
来
年
度
し
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
十
分
意
識
し
て
の
今
年
度
が
始
ま
り
ま
す
。

今
年
も
自
分
自
身
の
健
康
に
も
気
を
付
け
て

町
民
の
大
き
な
付
託
に
応
え
る
べ
く
一
生
懸

命
頑
張
ろ
う
」
と
職
員
に
訓
示
し
ま
し
た
。

遠
藤
忠
平
議
長
さ
ん
か
ら
も
激
励
の
ご
あ
い

さ
つ
を
頂
き
ま
し
た
。

東
光
苑
で
の
辞
令
交
付
式
で
は
、
今
年

度
か
ら
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
「
い
ち

ょ
う
館
」
の
週
六
日
稼
働
の
実
施
や
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
構
想
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
増
床
構

想
な
ど
も
話
し
、
益
々
の
福
祉
の
拠
点
と
し
て

頼
り
に
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
て
い
こ
う
と
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
。

十
三
日
に
は
県
議
選
が
あ
り
投
票
率
が
気

に
な
っ
た
こ
と
で
す
が
、
や
は
り
郡
内
下
か
ら

二
番
目
と
い
う
結
果
に
少
々
心
配
を
し
た
こ
と

で
し
た
。
当
選
さ
れ
た
お
三
方
に
は
心
か
ら
お

祝
い
を
申
し
上
げ
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
申
し

上
げ
ま
す
。

十
七
日
に
は
第
三
回
合
併
協
議
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。い
よ
い
よ
、新
市
の
名
称
を
ど
う

す
る
の
か
の
議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
す
ん
な

り
決
定
と
は
い
か
な
い
難
し
い
協
議
事
項
の
一

つ
で
す
が
、
ま
ず
ど
ん
な
手
順
で
決
定
し
て
い

く
の
か
の
方
法
論
の
議
論
を
致
し
ま
し
た
。
小

松
義
嗣
委
員
か
ら
も
発
言
し
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、良
い
名
前
を
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

二
十
三
日
、
自
治
会
長
会
議
が
あ
り
ま
し

た
。
心
忙
し
い
時
期
で
も
あ
り
ま
し
た
が
大
方

の
会
長
さ
ん
の
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た
。
会
場

も
新
庁
舎
に
し
ま
し
た
が
、
椅
子
で
九
十
席
ほ

ど
座
れ
、
ま
ず
ま
ず
の
会
場
設
営
に
な
り
ま
し

た
。
行
政
が
主
催
す
る
会
で
は
多
人
数
の
会
で

す
か
ら
、
こ
れ
が
で
き
れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
会
の

会
場
に
使
え
る
な
と
改
め
て
思
っ
た
こ
と
で
も

あ
り
ま
し
た
。

会
の
始
め
に
私
か
ら
今
年
度
の
事
業
と

市
町
村
合
併
の
状
況
を
申
し
上
げ
、
各
課
長

か
ら
所
管
の
説
明
や
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。
会
長
さ
ん
た
ち
か
ら
も
質
問
や
ご
意

見
、叱
咤
激
励
を
頂
い
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
年
度
も
大
難
儀
を
お
か
け
す
る
こ
と
で
す

が
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
議
の
後
に
は
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な

る
会
長
さ
ん
た
ち
に
新
庁
舎
を
ご
案
内
致
し
ま

し
た
が
、
町
民
集
会
所
の
機
能
も
十
分
と
評
価

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
湯
楽
里
で
の
一
献
の

席
上
で
も
か
な
り
気
合
が
入
っ
た
町
づ
く
り
の

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
き
ま

し
た
遠
藤
議
長
さ
ん
始
め
ご
来
賓
の
皆
様
に
も

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
八
塩
い
こ
い
の
森
の
桜
は
何
年
ぶ

り
か
で
ウ
ソ
の
被
害
を
免
れ
ま
し
た
。
も
の
す

ご
い
と
い
う
形
容
の
桜
に
な
り
そ
う
で
す
。
黄

桜
ま
つ
り
が
楽
し
み
で
す
。
順
調
な
春
で
す
。

希望に胸ふくらませて�
小中学校入学式のひとこま�

4／4  八塩小学校�

▲教室でお返事の練習�

4／4  高瀬小学校�

▲校長先生のお話をきく新入生�

4／7  東由利中学校�

▲頼もしい29人の仲間たち�

市
町
村
合
併
に
関
す
る
課
題
や
要
望
を
地
域

住
民
か
ら
聞
く
「
第
二
回
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

が
四
月
十
六
日
、
東
由
利
町
役
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

懇
談
会
で
は
、阿
部
町
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

企
画
課
長
が
合
併
協
議
会
の
協
議
状
況
や
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
市
町
村
建
設
計
画
に
か

か
る
事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
▽
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の

住
民
説
明
会
の
単
位
を
細
か
く
し
、
多
く
の
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
▽
町
で
整

備
し
た
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
な
ど
情

報
通
信
基
盤
の
改
善
に
努
め
て
ほ
し
い
▽
県
道

羽
後
向
田
舘
合
線
整
備
な
ど
県
関
係
の
事
業
は

合
併
後
も
続
け
ら
れ
る
の
か
心
配
▽
市
町
村
建

設
計
画
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
事
業
を
十
カ
年
で

行
う
と
す
れ
ば
莫
大
な
事
業
費
が
か
か
る
の
で

は
な
い
か
▽
桧
ノ
沢
林
道
を
若
林
に
つ
な
げ
る

計
画
が
な
い
。
寺
山
の
町
有
林
や
国
有
林
な
ど

も
あ
り
、
計
画
に
組
み
入
れ
て
ほ
し
い
▽
本
町

か
ら
議
員
が
二
、
三
人
し
か
出
な
い
と
す
れ
ば

地
元
住
民
の
声
は
届
き
に
く
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。
通
り
や
す
い
組
織
作
り
を
期
待
し
た
い

▽
他
地
域
の
先
駆
者
を
呼
ん
で
研
修
会
を
開
催

し
て
ほ
し
い
▽
児
童
公
園
や
広
場
の
整
備
と
い

っ
た
も
の
も
計
画
に
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
―
と

い
っ
た
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
市
の
名
称
決
定
方
法
に
つ
い
て
の

懇
談
で
は
、
▽
公
募
に
し
て
「
現
在
の
名
前
は

除
く
」「
郡
内
だ
け
の
公
募
」
な
ど
条
件
を
付

け
た
ら
ど
う
か
▽
鳥
海
山
や
子
吉
川
な
ど
地
域

の
特
徴
を
表
す
名
前
に
し
て
は
ど
う
か
▽
公
募

に
は
反
対
。「
本
荘
市
」
は
名
前
も
売
れ
て
お

り
馴
染
み
や
す
い
の
で
は
▽
各
市
町
が
そ
れ
ぞ

れ
の
手
法
に
よ
っ
て
二
つ
程
度
の
名
称
を
絞
り

込
み
、
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て
協
議
会
で
決
定
す

る
こ
と
に
し
て
は
―
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会
が

四
月
十
七
日
、
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

席
上
、
協
議
に
先
立
ち
、
平
成
十
五
年
度
合

併
協
議
会
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
千
四
百
七
十
四
万
四
千
円

と
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
歳
出
予
算

の
主
な
も
の
は
、
パ
ソ
コ
ン
リ
ー
ス
料
、
事
務

事
業
一
元
化
調
書
作
成
委
託
料
、
電
算
シ
ス
テ

ム
構
築
調
査
委
託
料
な
ど
。
合
併
協
議
会
へ
の

本
町
の
負
担
金
は
四
百
四
十
五
万
六
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。

新
市
名
称
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
の
協
議
で

は
、
今
年
十
二
月
の
名
称
決
定
を
目
指
し
、
六

月
ま
で
に
決
定
方
法
を
決
め
る
こ
と
で
合
意
し

ま
し
た
。

慣
行
の
取
扱
に
つ
い
て
の
協
議
で
は
、市
章
、

市
民
憲
章
、
市
の
花
、
木
、
鳥
、
市
民
歌
、
宣

言
等
に
つ
い
て
は
新
市
に
お
い
て
制
定
、
調
整

す
る
も
の
と
し
、
表
彰
制
度
に
つ
い
て
は
、
新

市
に
お
い
て
新
た
に
制
度
創
設
す
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

第
４
回
合
併
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

と
　
き
　
５
月
15
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
本
荘
由
利
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

15.5.1 広報ひがしゆり　4

▲活発な意見交換が行われた「明日のまちづくり懇談会」

第2回�
明日のまちづくり懇談会懇談会�

第2回�
明日のまちづくり懇談会�

桧ノ沢～若林間の�
林道整備など提言�
桧ノ沢～若林間の�
林道整備など提言�

第
３
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

新
市
名
称
決
定
方
法
　
６
月
ま
で
に
決
定
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ひがしゆり365にちまる
入 賞 者

﹇
入
選
﹈
昔
の
農
夫
婦
像

初
瀬
武
美
（
秋
田
市
）

﹇
入
選
﹈
地
下
の
沢
シ
シ
舞

五
十
嵐
清
光
（
増
田
町
）

［入選］お散歩日和 安彦融（秋田市）

［入選］実りの棚田 高橋真一（秋田市）［入選］朝のひと時 栗田克晴（羽後町） ［入選］桜の木の下で 斎藤弥（秋田市）

［入選］実りの頃 三浦洋一（本荘市）［入選］紅葉の黄桜公園 佐藤顕（増田町） ［入選］早春 木島忠一（東由利町）

［入選］ワカサギ釣りの人々 五十嵐清光（増田町）

15.5.1 広報ひがしゆり　6

東
由
利
町
観
光
協
会
が
主
催
す
る
「
ひ
が

し
ゆ
り
３
６
５
に
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
審
査
が
四
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
に
五
十
嵐
幸
二
さ
ん
（
象
潟
町
）
の
「
色

づ
く
」
が
、
優
秀
賞
に
は
初
瀬
武
美
さ
ん

（
秋
田
市
）
の
「
初
雪
八
塩
ダ
ム
」、
矢
野
孝

三
さ
ん
（
雄
物
川
町
）
の
「
出
来
栄
え
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
、

東
由
利
町
の
自
然
や
名
所
旧
跡
、
行
事
、
伝

統
芸
能
な
ど
、
四
季
を
通
し
た
魅
力
あ
る
観

光
素
材
が
被
写
体
で
あ
る
こ
と
で
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
使
用
で
き
る
も
の
が
審

査
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
四
月
一
日
か
ら
今
年
三
月
三
十
一
日

の
応
募
締
め
切
り
ま
で
に
集
ま
っ
た
作
品
は

百
二
十
一
点
。
応
募
作
品
に
は
力
作
ば
か
り

が
そ
ろ
い
、
審
査
も
大
変
難
航
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
黄
桜
ま
つ
り
の
期
間
、
八

塩
い
こ
い
の
森
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
展
示
さ

れ
る
ほ
か
、
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」、
町
役

場
な
ど
に
も
順
次
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
表
彰
式
は
黄
桜
ま
つ
り
期
間
の
五
月

十
一
日
午
後
一
時
二
十
分
か
ら
、
八
塩
い
こ

い
の
森
野
外
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
賞
作
品
は
表
の
と
お
り
で
す
。

るごとフォトコンテスト
決 定

入賞者一覧（敬称略）
○最優秀賞
「色づく」 五十嵐　幸　二（象潟町）
○優秀賞
「初雪八塩ダム」 初　瀬　武　美（秋田市）
「出来栄え」 矢　野　孝　三（雄物川町）
○入選
「お散歩日和」 安　彦　　　融（秋田市）
「昔の農夫婦像」 初　瀬　武　美（秋田市）
「実りの棚田」 高　橋　真　一（秋田市）
「桜の木の下で」 斎　藤　　　弥（秋田市）
「朝のひと時」 栗　田　克　晴（羽後町）
「実りの頃」 三　浦　洋　一（本荘市）
「早春」 木　島　忠　一（東由利町）
「紅葉の黄桜公園」 佐　藤　　　顕（増田町）
「地下の沢シシ舞」 五十嵐　清　光（増田町）
「ワカサギ釣りの人々」 五十嵐　清　光（増田町）
○奨励賞
「癒しの森」 高　橋　真　一（秋田市）
「八塩の森春景」 佐々木　利　和（秋田市）
「霧立つ」 栗　田　克　晴（羽後町）
「麗日（れいじつ）」 八　嶋　　　保（東由利町）
「紅葉」 小　野　善　久（東由利町）
「希望」 伊　藤　　　弘（仁賀保町）
「ともしび」 斎　藤　　　久（西目町）
「紅葉の八塩ダム」 佐　藤　　　顕（増田町）
「初雪の八塩山とダム紅葉」 佐　藤　　　顕（増田町）
「湧水を求めて」 五十嵐　若　子（増田町）

［最優秀賞］色づく 五十嵐幸二（象潟町）
﹇
優
秀
賞
﹈
初
雪
八
塩
ダ
ム

初
瀬
武
美
（
秋
田
市
）

［優秀賞］出来栄え 矢野孝三（雄物川町）
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入
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﹈
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下
の
沢
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シ
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五
十
嵐
清
光
（
増
田
町
）

［入選］お散歩日和 安彦融（秋田市）

［入選］実りの棚田 高橋真一（秋田市）［入選］朝のひと時 栗田克晴（羽後町） ［入選］桜の木の下で 斎藤弥（秋田市）

［入選］実りの頃 三浦洋一（本荘市）［入選］紅葉の黄桜公園 佐藤顕（増田町） ［入選］早春 木島忠一（東由利町）

［入選］ワカサギ釣りの人々 五十嵐清光（増田町）
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東
由
利
町
観
光
協
会
が
主
催
す
る
「
ひ
が

し
ゆ
り
３
６
５
に
ち
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
審
査
が
四
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
に
五
十
嵐
幸
二
さ
ん
（
象
潟
町
）
の
「
色

づ
く
」
が
、
優
秀
賞
に
は
初
瀬
武
美
さ
ん

（
秋
田
市
）
の
「
初
雪
八
塩
ダ
ム
」、
矢
野
孝

三
さ
ん
（
雄
物
川
町
）
の
「
出
来
栄
え
」
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
、

東
由
利
町
の
自
然
や
名
所
旧
跡
、
行
事
、
伝

統
芸
能
な
ど
、
四
季
を
通
し
た
魅
力
あ
る
観

光
素
材
が
被
写
体
で
あ
る
こ
と
で
、
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
使
用
で
き
る
も
の
が
審

査
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
四
月
一
日
か
ら
今
年
三
月
三
十
一
日

の
応
募
締
め
切
り
ま
で
に
集
ま
っ
た
作
品
は

百
二
十
一
点
。
応
募
作
品
に
は
力
作
ば
か
り

が
そ
ろ
い
、
審
査
も
大
変
難
航
し
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
黄
桜
ま
つ
り
の
期
間
、
八

塩
い
こ
い
の
森
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
展
示
さ

れ
る
ほ
か
、
黄
桜
温
泉
「
湯
楽
里
」、
町
役

場
な
ど
に
も
順
次
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
表
彰
式
は
黄
桜
ま
つ
り
期
間
の
五
月

十
一
日
午
後
一
時
二
十
分
か
ら
、
八
塩
い
こ

い
の
森
野
外
広
場
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
賞
作
品
は
表
の
と
お
り
で
す
。

るごとフォトコンテスト
決 定

入賞者一覧（敬称略）
○最優秀賞
「色づく」 五十嵐　幸　二（象潟町）
○優秀賞
「初雪八塩ダム」 初　瀬　武　美（秋田市）
「出来栄え」 矢　野　孝　三（雄物川町）
○入選
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［最優秀賞］色づく 五十嵐幸二（象潟町）
﹇
優
秀
賞
﹈
初
雪
八
塩
ダ
ム

初
瀬
武
美
（
秋
田
市
）

［優秀賞］出来栄え 矢野孝三（雄物川町）
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宿
河
川
公
園
の
こ
い
の
ぼ
り
が
今
年
も
石
沢

川
に
お
目
見
え
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
い
の
ぼ
り
は
宿
自
治
会
が
同
公
園
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
と
平
成
二
年
か
ら

毎
年
掲
揚
し
て
い
る
も
の
。
今
年
は
、
同
自
治

会
の
取
り
組
み
に
共
鳴
し
た
大
阪
府
の
株
式
会

社
中
須
金
属
工
業
所
代
表
取
締
役
中
須
久
夫
氏

か
ら
、
地
域
づ
く
り
の
一
助
に
と
五
十
本
の
こ

い
の
ぼ
り
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

桜
並
木
を
バ
ッ
ク
に
悠
然
と
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ

り
は
、
行
き
交
う
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。 宿

自
治
会
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
行
い
、
四
月
上
旬
に
発
芽
。
そ
の
後
約
一

カ
月
間
、
各
農
家
が
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
苗

を
育
て
、
畑
に
植
え
付
け
ま
す
。
収
穫
は
七

月
上
旬
か
ら
八
月
の
予
定
。

町
産
業
課
に
よ
る
と
、
町
内
の
葉
タ
バ
コ

耕
作
面
積
は
約
二
十
六
�
で
、今
年
は
約
一
億

二
千
万
円
の
販
売
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。畑

村
の
小
松
篤
さ
ん
も
家
族
や
近
所

の
人
た
ち
と
と
も
に
九
日
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
で
苗
の
仮
植
を
開
始
。「
昨

年
の
損
害
を
補
え
る
よ
う
な
良
質
な
葉

タ
バ
コ
を
作
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

十
五
年
度
産
葉
タ
バ
コ
づ
く
り

平
成
十
五
年
産
葉
タ
バ
コ
づ
く
り
が
町
内

各
地
で
始
ま
り
ま
し
た
。

昨
年
は
夏
の
長
雨
に
見
ま
わ
れ
、
販
売
総

額
、
総
重
量
と
も
に
前
年
を
下
回
っ
た
た
め
、

葉
タ
バ
コ
農
家
で
は
今
年
の
豊
作
に
期
待
を

寄
せ
な
が
ら
作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
葉
タ
バ
コ
は
三
月
下
旬
に
種
ま
き

▲苗の仮植作業のようす

▲宿河川公園の名物となったこいのぼり

平
成
十
五
年
度
転
入
教
職
員
と
町
、
教
育
委

員
会
関
係
者
の
対
面
式
が
四
月
十
日
、
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
は
、
町
の
教
育
関
係

者
の
連
携
を
図
ろ
う
と
行
わ
れ
た
も
の
で
、
約

四
十
人
の
関
係
者
が
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

阿
部
町
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
田

清
教
育
長
が
「
在
職
期
間
中
に
知
識
や
技
術
を

児
童
・
生
徒
に
伝
授
し
、
よ
り
よ
い
方
向
へ
子

ど
も
た
ち
を
導
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
職
員
ら
は
気
持
ち
も
新
た
に
会
に
臨
ん

で
い
ま
し
た
。

転
入
教
職
員
と
町
、
教
育
委
員

並
び
に
事
務
局
職
員
等
紹
介
の
会

▲転入教職員が交流を深めた紹介の会

社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
「
お
茶
っ
こ

の
会
」が
四
月
十
七
日
、祝
沢
会
館
で
開
か
れ
十

三
人
の
お
年
寄
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
高
齢
者
の
方
々
に
少
し
で
も
多

く
外
に
出
る
機
会
を
も
っ
て
も
ら
お
う
と
開
か

れ
て
い
る
も
の
で
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
会
話

を
楽
し
み
高
齢
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
か
ら
元
気
な
老
後
の
過
ご
し
方
な
ど

の
講
話
も
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
り
、歌
に
あ
わ
せ
て
元
気
に
体
を
動
か
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
会
は
「
近
く
の
会

館
な
の
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
」
と
好
評
で
、

今
年
は
町
内
各
地
区
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

お

茶

っ

こ

の

会

▲笑顔で会話を交わす参加者

『
図
書
室
機
能
の
充
実
』

こ
れ
ま
で
は
公
民
館
東
側
に
位
置
し
て

い
た
た
め
、「
使
い
に
く
い
」
と
い
う
声

の
あ
っ
た
図
書
室
は
、
全
床
面
積
の
半
分

を
占
め
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
、
広
さ
は
改
修
前
の
二
倍
に
。
閲
覧
コ

ー
ナ
ー
も
三
十
人
程
度
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
拡
張
し
ま
し
た
。
中
央
に
は
高
書
架

九
列
、
窓
際
に
は
低
書
架
四
列
が
配
置
さ

れ
、
約
一
万
五
千
冊
の
書
物
を
収
容
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
習
情
報

な
ど
を
検
索
し
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
る

よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
三
台
を
配
置
し
て
い
ま

す
。閲

覧
コ
ー
ナ
ー
の
隣
に
は
学
習
室
も
設

け
ら
れ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種
団
体
の

集
会
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

『
冷
暖
房
完
備
』

暖
房
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
、
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
式
の
冷
暖
房

設
備
を
各
室
に
設
置
し
ま
し
た
。

『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
』

館
内
の
段
差
を
解
消
し
、
ス
ロ
ー
プ
や

多
目
的
ト
イ
レ（
身
障
用
ト
イ
レ
）を
増
設
。

玄
関
は
自
動
ド
ア
に
な
り
、
靴
を
履
い
た

ま
ま
入
館
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
多
目
的
ロ
ビ
ー
設
置
』

談
話
や
雑
誌
の
閲
覧
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ

で
議
会
中
継
を
見
た
り
、
住
民
票
の
申
請

な
ど
が
で
き
る
機
器
を
備
え
た
多
目
的
ロ

ビ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

公
民
館
の
利
用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
。
学
習
室
は
申
し
込
み
を

す
れ
ば
閉
館
時
間
以
降
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
休
館
日
は
今
ま
で
ど
お
り
年
末
年
始

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
東
由
利
町
公
民
館

（
�
６
９
―
２
３
１
１
）
ま
で
。

15.5.1 広報ひがしゆり　8

　
今
年
の
一
月
末
か
ら
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
公
民
館

が
こ
の
た
び
完
成
し
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。�

より明るく快適になりました

▲情報機器を備えた多目的ロビー
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を
楽
し
み
高
齢
者
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

ヘ
ル
パ
ー
か
ら
元
気
な
老
後
の
過
ご
し
方
な
ど

の
講
話
も
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

た
り
、歌
に
あ
わ
せ
て
元
気
に
体
を
動
か
し
た
り

し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
会
は
「
近
く
の
会

館
な
の
で
気
軽
に
参
加
で
き
る
」
と
好
評
で
、

今
年
は
町
内
各
地
区
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

お

茶

っ

こ

の

会

▲笑顔で会話を交わす参加者

『
図
書
室
機
能
の
充
実
』

こ
れ
ま
で
は
公
民
館
東
側
に
位
置
し
て

い
た
た
め
、「
使
い
に
く
い
」
と
い
う
声

の
あ
っ
た
図
書
室
は
、
全
床
面
積
の
半
分

を
占
め
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
、
広
さ
は
改
修
前
の
二
倍
に
。
閲
覧
コ

ー
ナ
ー
も
三
十
人
程
度
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
拡
張
し
ま
し
た
。
中
央
に
は
高
書
架

九
列
、
窓
際
に
は
低
書
架
四
列
が
配
置
さ

れ
、
約
一
万
五
千
冊
の
書
物
を
収
容
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
学
習
情
報

な
ど
を
検
索
し
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
る

よ
う
に
パ
ソ
コ
ン
三
台
を
配
置
し
て
い
ま

す
。閲

覧
コ
ー
ナ
ー
の
隣
に
は
学
習
室
も
設

け
ら
れ
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
各
種
団
体
の

集
会
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

『
冷
暖
房
完
備
』

暖
房
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ

と
か
ら
、
マ
ル
チ
エ
ア
コ
ン
式
の
冷
暖
房

設
備
を
各
室
に
設
置
し
ま
し
た
。

『
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
』

館
内
の
段
差
を
解
消
し
、
ス
ロ
ー
プ
や

多
目
的
ト
イ
レ（
身
障
用
ト
イ
レ
）を
増
設
。

玄
関
は
自
動
ド
ア
に
な
り
、
靴
を
履
い
た

ま
ま
入
館
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
多
目
的
ロ
ビ
ー
設
置
』

談
話
や
雑
誌
の
閲
覧
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ

で
議
会
中
継
を
見
た
り
、
住
民
票
の
申
請

な
ど
が
で
き
る
機
器
を
備
え
た
多
目
的
ロ

ビ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

公
民
館
の
利
用
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で
。
学
習
室
は
申
し
込
み
を

す
れ
ば
閉
館
時
間
以
降
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
休
館
日
は
今
ま
で
ど
お
り
年
末
年
始

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
東
由
利
町
公
民
館

（
�
６
９
―
２
３
１
１
）
ま
で
。

15.5.1 広報ひがしゆり　8

　
今
年
の
一
月
末
か
ら
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
公
民
館

が
こ
の
た
び
完
成
し
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。�

より明るく快適になりました

▲情報機器を備えた多目的ロビー
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

3,500

2,639～2,880

―

―

高樹齢材はほとんど手当てされ、材質次第の取引。14～
22cmは横バイながら完売。しかし24～34cmの中に応札のな
いものも出て、トータルでは63％とまずまず。

（
平
成
十
五
年
四
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

四
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
30

26

56

平均体重
296kg

272kg

284kg

平均価格
407,855円
377,071円
393,563円

kg当単価
1,304円
1,316円
1,314円

去　勢
雌

金　額
582,750円
605,850円

父
平茂勝
北国7の8

母の父
宮　桜
紋次郎

母の祖父
安美金
糸　姫

平
成
十
五
年
度
の
国
の
予
算
は
、

森
林
・
林
業
基
本
法
の
主
旨
に
基
づ

い
て
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
る
重
点
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

森
林
が
有
す
る
地
球
温
暖
化
防
止

等
の
多
面
的
機
能
の
確
保
を
図
る
た

め
に
管
理
の
不
充
分
な
森
林
の
整

備
、
複
層
林
化
の
推
進
、
緊
急
間
伐

対
策
の
実
施
の
ほ
か
、
国
民
参
加
の

緑
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
木
材
産
業
で
は
、
消

費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
地
域
材
に

よ
る
家
づ
く
り
の
推
進
と
、
林
地
残

材
や
製
材
工
場
端
材
等
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
の
促
進
な
ど
を
あ
げ
て

い
ま
す
。
林
業
の
担
い
手
対
策
と
し

て
林
業
就
業
者
の
確
保
、
育
成
や
森

林
組
合
等
の
団
体
育
成
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
資
源
を
活
か
し
た
新

た
な
産
業
の
育
成
に
よ
り
、
雇
用
創

出
と
地
域
材
の
利
活
用
推
進
を
図

り
、
都
市
と
山
村
の
共
生
・
交
流
、

山
村
振
興
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
、

波
及
効
果
の
期
待
で
き
る
公
共
施
設

の
整
備
な
ど
の
ほ
か
、
里
山
林
を
活

用
し
た
健
康
づ
く
り
を
行
う
「
健
康

と
癒
し
の
森
」
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

森
林
・
林
業

関
係
予
算

�と　き…5月10日(土)～11日(日)
�ところ…アクアパル
�内　容…親子凧づくり教室、映画上映など

本荘ボートプラザアクアパル　�２２－５６１１

お と なり 情 報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

アクアパルオープン7周年記念イベント

つつじまつり

�と　き…5月4日(日)～5日(月)
�ところ…道の駅にしめ周辺

道の駅にしめ　�３３－４２６０

西目町から

観桜会＆菜の花まつりイベント

�と　き…5月2日(金)～3日(土) 2日(金)14：30開演
3日(土)13：00開演

�ところ…2日(金) 岩城町民総合体育館（道川）
3日(土) 岩城勤労者体育センター（亀田）
岩城町教育委員会　�７３－２４６８

岩城町から

「ウェーブ岩城」等総合竣工式記念行事
記念歌舞伎公演『片岡嶋之丞女形一人芝居』

�と　き…5月3日(土)～5日(月)
�ところ…天鷺村
�内　容…的当大会、鍛治体験など

天鷺村　�７４－２５２５

天鷺春まつり

�と　き…6月1日(日) 神事　9：00 記念登山会　9：40
�場　所…丁岳登山口

鳥海町　建設商工観光課　�５７－２２０４　

鳥海町から

丁岳（ひのとだけ）山開き

�と　き…5月17日(土)～6月22日(日)
�ところ…町営さつき栽培センター

さつき栽培センター　�６７－２３１５

大内町から

さつきまつり

�と　き…5月24日(土) 10：00～　約30分
�ところ…大内町出羽伝承館

出羽伝承館　�６２－０５０５

出羽伝承館「お話の部屋」読み聞かせ教室

�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇4月29日(火)・5月5日(月)「とばそう！」◇5月3日(土)

「プラスチックの板でオリジナルキーホルダーを作ろ
う！」◇5月4日(日)「スライムを作ろう」
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

仁賀保町から

フェライト子ども科学館 ゴールデンウィークの実験教室

�と　き…5月1日(木) 10：00～
�ところ…鳥海山矢島口5合目・祓川

矢島町役場企画商工観光課　�５５－４９５３

矢島町から

鳥海山山開き

�と　き…５月３日(土)
�ところ…矢島駅前
�内　容…無料列車運行、出店など

天寿酒造株式会社　�５５－３１６５

2003 やしま駅の市・酒蔵の市
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介護保険料はその地域の介護サービスにかかる費用の見込みによって設定されます。介護事業
が充実している市町村ではサービスにかかる費用は多くなり、保険料も上がります。反対にサ
ービスの水準が低かったり利用者が少なけ

れば、かかる費用はおさえられ保険料は下がりま
す。このように保険者の介護サービスの状況によ
り決定されるので、地域によって保険料は異なる
のです。
東由利町は本荘由利広域が保険者なので、本荘

市をはじめとする１市８町の介護サービスや高齢
者数の見込み、施設整備の状況によって保険料が
設定されました。

さらに個人の保険料額は所得によっても異なり
ます。疑問点などありましたら役場町民福祉課ま
でご連絡ください。

A.

介護保険料は保険者によって異なるのでしょうか。Q.

段階� 対　　象　　者� 保険料の負担割合�

１段階�
生活保護受給者・住民税世�
帯非課税で老齢福祉年金受�
給者�

基準保険料×0.45

２段階� 基準保険料×0.75住民税世帯非課税�

３段階�

４段階�

基準保険料×1.00

基準保険料×1.35

住民税本人非課税�

住民税本人課税で本人所得�
200万円未満�

５段階� 基準保険料×1.65住民税本人課税で本人所得�
200万円以上�

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

国民年金の保険料は毎月納めることになって
いますが、学生の方については保険料が猶予さ
れる「学生納付特例制度」をご利用ください。
前年に所得がない学生は、必ず認められます

ので、忘れずに毎年度申請しましょう。

※毎年、５月末日までに
「学生納付特例制度」を申
請すると４月分から翌年の
３月分までの１年間認めら
れます。申請は、役場国民
年金担当窓口へ、年金手帳、
学生証などを持って手続き
をします。

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

学生の方は忘れずに…

※月額基準保険料は平成15年４月より3,060円とな
っています。

学生納付
特例制度

生き方や夫婦、親子関係、からだや性、夫やパート
ナーからの暴力等さまざまな問題で悩んでいません
か。秋田県中央男女共同参画センターでは、そんな悩
みを抱えている人を支援しています。電話予約で面接
相談もできます。
■一般相談（電話相談・面接相談）
月～土曜日／9：00～17：00

（休み／日曜・祝日、12月29日～1月3日）
相談専用電話　018－836－7846

■法律相談（面接相談）
中央男女共同参画センター（アトリオン６階）
平成15年　5／7、6／4、7／2、8／6、9／3、

10／1、11／14、12／3
平成16年　1／7、2／4、3／3

■グループ相談
共通の悩みをもつ女性たちが、グループで語り合い、

「自分らしさ」を回復していくための相談です。

お問い合わせ
秋田県中央男女共同参画センター

（アトリオン6階）
�018－836－7853

一人で悩まないで まず相談を
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�ところ…2日(金) 岩城町民総合体育館（道川）
3日(土) 岩城勤労者体育センター（亀田）
岩城町教育委員会　�７３－２４６８

岩城町から

「ウェーブ岩城」等総合竣工式記念行事
記念歌舞伎公演『片岡嶋之丞女形一人芝居』

�と　き…5月3日(土)～5日(月)
�ところ…天鷺村
�内　容…的当大会、鍛治体験など

天鷺村　�７４－２５２５

天鷺春まつり

�と　き…6月1日(日) 神事　9：00 記念登山会　9：40
�場　所…丁岳登山口

鳥海町　建設商工観光課　�５７－２２０４　

鳥海町から

丁岳（ひのとだけ）山開き

�と　き…5月17日(土)～6月22日(日)
�ところ…町営さつき栽培センター

さつき栽培センター　�６７－２３１５

大内町から

さつきまつり

�と　き…5月24日(土) 10：00～　約30分
�ところ…大内町出羽伝承館

出羽伝承館　�６２－０５０５

出羽伝承館「お話の部屋」読み聞かせ教室

�ところ…フェライト子ども科学館
�内　容…◇4月29日(火)・5月5日(月)「とばそう！」◇5月3日(土)

「プラスチックの板でオリジナルキーホルダーを作ろ
う！」◇5月4日(日)「スライムを作ろう」
フェライト子ども科学館　�３２－３１５０

仁賀保町から

フェライト子ども科学館 ゴールデンウィークの実験教室

�と　き…5月1日(木) 10：00～
�ところ…鳥海山矢島口5合目・祓川

矢島町役場企画商工観光課　�５５－４９５３

矢島町から

鳥海山山開き

�と　き…５月３日(土)
�ところ…矢島駅前
�内　容…無料列車運行、出店など

天寿酒造株式会社　�５５－３１６５

2003 やしま駅の市・酒蔵の市
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介護保険料はその地域の介護サービスにかかる費用の見込みによって設定されます。介護事業
が充実している市町村ではサービスにかかる費用は多くなり、保険料も上がります。反対にサ
ービスの水準が低かったり利用者が少なけ

れば、かかる費用はおさえられ保険料は下がりま
す。このように保険者の介護サービスの状況によ
り決定されるので、地域によって保険料は異なる
のです。
東由利町は本荘由利広域が保険者なので、本荘

市をはじめとする１市８町の介護サービスや高齢
者数の見込み、施設整備の状況によって保険料が
設定されました。

さらに個人の保険料額は所得によっても異なり
ます。疑問点などありましたら役場町民福祉課ま
でご連絡ください。

A.

介護保険料は保険者によって異なるのでしょうか。Q.

段階� 対　　象　　者� 保険料の負担割合�

１段階�
生活保護受給者・住民税世�
帯非課税で老齢福祉年金受�
給者�

基準保険料×0.45

２段階� 基準保険料×0.75住民税世帯非課税�

３段階�

４段階�

基準保険料×1.00

基準保険料×1.35

住民税本人非課税�

住民税本人課税で本人所得�
200万円未満�

５段階� 基準保険料×1.65住民税本人課税で本人所得�
200万円以上�

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2117

国民年金の保険料は毎月納めることになって
いますが、学生の方については保険料が猶予さ
れる「学生納付特例制度」をご利用ください。
前年に所得がない学生は、必ず認められます

ので、忘れずに毎年度申請しましょう。

※毎年、５月末日までに
「学生納付特例制度」を申
請すると４月分から翌年の
３月分までの１年間認めら
れます。申請は、役場国民
年金担当窓口へ、年金手帳、
学生証などを持って手続き
をします。

問い合わせ　町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

学生の方は忘れずに…

※月額基準保険料は平成15年４月より3,060円とな
っています。

学生納付
特例制度

生き方や夫婦、親子関係、からだや性、夫やパート
ナーからの暴力等さまざまな問題で悩んでいません
か。秋田県中央男女共同参画センターでは、そんな悩
みを抱えている人を支援しています。電話予約で面接
相談もできます。
■一般相談（電話相談・面接相談）
月～土曜日／9：00～17：00

（休み／日曜・祝日、12月29日～1月3日）
相談専用電話　018－836－7846

■法律相談（面接相談）
中央男女共同参画センター（アトリオン６階）
平成15年　5／7、6／4、7／2、8／6、9／3、

10／1、11／14、12／3
平成16年　1／7、2／4、3／3

■グループ相談
共通の悩みをもつ女性たちが、グループで語り合い、

「自分らしさ」を回復していくための相談です。

お問い合わせ
秋田県中央男女共同参画センター

（アトリオン6階）
�018－836－7853

一人で悩まないで まず相談を
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昭
和
五
十
二
年
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
湯
出
野
遺
跡
。
当
時
は
東

日
本
最
大
規
模
の
土
こ
う
群
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
県
の
指
定
史
跡
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
度
、
子
ど
も
た
ち
の
郷
土

学
習
の
機
会
提
供
と
遺
跡
の
有
効

活
用
の
た
め
に
、
湯
出
野
遺
跡
公

園
と
し
て
再
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

整
備
さ
れ
た
主
な
施
設
と
し

て
、
国
道
沿
い
か
ら
遺
跡
ま
で
の

誘
導
サ
イ
ン
類
、
過
去
か
ら
未
来

に
連
な
る
時
間
を
表
現
し
た
丸
太

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
湯
出
野
遺
跡

と
町
遺
跡
の
概
要
が
分
か
る
説
明

板
と
発
掘
さ
れ
た
土
器
、
石
器
の

説
明
パ
ネ
ル
、
湯
出
野
遺
跡
の
全

景
を
俯
瞰
で
き
る
展
望
台
等
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
本
だ
け
で
学
ぶ
よ

り
、実
際
の
遺
跡
を
見
学
す
る
こ

と
で
縄
文
時
代
へ
の
興
味
や
関
心

が
一
層
増
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

な
お
、
小
中
学
生
が
社
会
見
学

な
ど
で
湯
出
野
遺
跡
、
町
遺
跡
に

つ
い
て
簡
単
な
説
明
が
必
要
な
場

合
、
遺
跡
の
発
掘
物
に
関
心
が
あ

る
場
合
は
教
育
委
員
会
（
�
六
九

―
二
三
一
〇
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
整
備
さ
れ
た
こ
の

機
会
に
学
習
さ
れ
る
こ
と
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
同
公
園
は
学
習
の
場
と

し
て
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
憩
い
の
場
と
し
て
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。
時
に
は
日
常
か

ら
離
れ
て
遺
跡
公
園
に
来
て
、
縄

文
時
代
へ
と
心
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲丸太のモニュメント

～学習の場としての活用を

▲遺跡内説明パネル

▲説明板

▲展望台
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▲全国で行われているうたごえ喫茶の会

平
成
十
四
年
度
の
生
涯
学
習
の
成

果
に
つ
い
て
は
生
涯
学
習
活
動
誌

「
青
山
」
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
十
五
年
度
は
前
年
度
の

反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
事
業
展
開
を

行
な
い
ま
す
。

〜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に

力
を
い
れ
ま
す

本
年
度
、
現
在
の
ホ
ー
ル
（
十
八

ホ
ー
ル
）
に
加
え
て
、
さ
ら
に
十
八

ホ
ー
ル
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
と
ぶ
き
大
学
、
わ
く
わ

く
サ
ー
ク
ル
な
ど
各
種
事
業
に
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
十
月
に
は
町
民
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

〜
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
み
ま
す

昨
年
、
試
験
的
に
実
施
し
た
キ
ン

ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、
様
々
な
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
従
来
の
競
技

型
ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
い
、
勝
負
よ
り

楽
し
み
、
結
果
よ
り
過
程
が
重
視
さ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、
気
軽
な

気
持
ち
で
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

〜
公
民
館
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

詳
細
に
つ
い
て
は
八
ペ
ー
ジ
で
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
特
に
図
書

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
の

で
、
生
涯
学
習
活
動
集
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
サ
ー
ク
ル
の
定
期
的
な
利

用
な
ど
大
い
に
利
用
願
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
も
利
用
可
能
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
公
民
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〜
う
た
ご
え
喫
茶
が

町
に
や
っ
て
き
ま
す

う
た
ご
え
喫
茶
は
歌
を
歌
い
な
が

ら
、
会
場
の
皆
が
一
体
と
な
っ
て
親

睦
を
深
め
て
い
く
も
の
で
、
年
輩
の

方
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
歌
を
う

た
っ
て
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
う
た
ご
え
喫
茶
を
中
心
に
し

て
、
壮
年
世
代
の
元
気
を
取
り
戻
す

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〜
ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
パ
事
業
が

本
町
で
行
な
わ
れ
ま
す

日
頃
希
薄
に
な
り
が
ち
な
父
親
と

子
ど
も
の
交
流
の
機
会
と
し
て
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
内

容
は
陶
芸
制
作
（
八
月
）
と
野
焼
き

（
九
月
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

紹
介
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
詳
細

な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
生
涯
学

習
だ
よ
り
、
役
場
通
信
、
チ
ラ
シ
な

ど
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
生
涯
学
習

事
業
、
公
民
館
に
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
�
六
九
―
二
三
一
〇
）

十
五
年
度
の
公
民
館
生
涯
学
習
活
動

学
習
意
欲
応
援
し
ま
す

平
成
十
五
年
度
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
様
々
な
公
民
館
生
涯

学
習
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
）

今
回
は
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
か
ら
代
表
的
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
か
ら

公
民
館
活
動
か
ら

生
涯
学
習
活
動
か
ら

期日�

5/11�

5/18�

6/15�

6/20�

6/26�

6/29�

7/22～23�

7/24～25�

8/6～8�

8/15�

8/24,9/21�

8/27～28�

8/31�

9/21�

9/27～28�

10/5�

10/26�

10/25～26�

12/3～17�

12/19�

12/21�

1/8～16�

2/8�

2/29�

3/7�

4～2月�

5～2月�

4～11月�

8～10月�

事　　業　　名�

健康ウォークマラソン�

春の八塩登山�

うたごえ喫茶�

町民プールオープン�

青少年劇場�

町民運動会（トラック＆フィールド）�

保育園水泳教室�

少年自然教室�

水泳教室�

成人式�

アクティブパパ交流事業�

県公民館大会�

町民ゲートボール大会�

全県野焼きを楽しむつどい�

奥羽横断駅伝�

郡市コーラス交流会�

ひがしゆり音楽祭�

生涯学習作品展�

家庭バレーボール�

大平スキー場オープン�

高橋宏幸賞童話秋田県コンクール表彰式�

ナイタースキー教室�

冬季スポレク・ペタンク大会�

青年バレーボール決勝トーナメント�

スキー場クローズ�

ことぶき大学（11回）�

わくわくサークル（16回）�

陶芸教室（5回）��

高橋宏幸賞童話秋田県コンクール募集�

八塩いこいの森�

八塩山�

大琴生涯学習支援センター�

�

町民体育館�

町民運動場�

町民プール�

八塩いこいの森�

町民プール�

有鄰館�

町民体育館�

本荘市�

町民運動場�

八塩いこいの森�

�

町民体育館�

東由利中体育館�

有鄰館ほか�

町民体育館�

�

有鄰館�

大平スキー場�

町民体育館�

町民体育館�

�

公民館・有鄰館ほか�

公民館・有鄰館ほか�

陶芸作業所�

会 場 な ど � 対　象�

小学～一般�

一　般�

一　般�

�

幼児・小学校・一般�

一　般�

園　児�

小　六�

小学生�

成人者�

県内親子�

一　般�

一　般�

一　般�

�

一　般�

�

一　般�

一　般�

�

�

一　般�

一　般�

一　般�

�

高齢者�

小学生�

一　般�

　その他随時各分館による事業を予定しています。�
　生涯学習事業については期日の変更などもありますので、生涯学習�
だより、役場通信、チラシなどをお見逃しないように。�

主な生涯学習事業計画（予定）

▲平成14年度
「青山」より
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こ
と
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
同
公
園
は
学
習
の
場
と

し
て
の
活
用
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
憩
い
の
場
と
し
て
お
気
軽
に

ご
利
用
下
さ
い
。
時
に
は
日
常
か

ら
離
れ
て
遺
跡
公
園
に
来
て
、
縄

文
時
代
へ
と
心
を
馳
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲丸太のモニュメント

～学習の場としての活用を

▲遺跡内説明パネル

▲説明板

▲展望台
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▲全国で行われているうたごえ喫茶の会

平
成
十
四
年
度
の
生
涯
学
習
の
成

果
に
つ
い
て
は
生
涯
学
習
活
動
誌

「
青
山
」
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
十
五
年
度
は
前
年
度
の

反
省
を
踏
ま
え
な
が
ら
事
業
展
開
を

行
な
い
ま
す
。

〜
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
に

力
を
い
れ
ま
す

本
年
度
、
現
在
の
ホ
ー
ル
（
十
八

ホ
ー
ル
）
に
加
え
て
、
さ
ら
に
十
八

ホ
ー
ル
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
と
ぶ
き
大
学
、
わ
く
わ

く
サ
ー
ク
ル
な
ど
各
種
事
業
に
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
十
月
に
は
町
民
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

〜
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
み
ま
す

昨
年
、
試
験
的
に
実
施
し
た
キ
ン

ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、
様
々
な
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
従
来
の
競
技

型
ス
ポ
ー
ツ
と
は
違
い
、
勝
負
よ
り

楽
し
み
、
結
果
よ
り
過
程
が
重
視
さ

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
の
で
、
気
軽
な

気
持
ち
で
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

〜
公
民
館
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

詳
細
に
つ
い
て
は
八
ペ
ー
ジ
で
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
特
に
図
書

機
能
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
の

で
、
生
涯
学
習
活
動
集
い
の
場
と
し

て
、
ま
た
サ
ー
ク
ル
の
定
期
的
な
利

用
な
ど
大
い
に
利
用
願
い
ま
す
。
パ

ソ
コ
ン
も
利
用
可
能
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
公
民
館
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

〜
う
た
ご
え
喫
茶
が

町
に
や
っ
て
き
ま
す

う
た
ご
え
喫
茶
は
歌
を
歌
い
な
が

ら
、
会
場
の
皆
が
一
体
と
な
っ
て
親

睦
を
深
め
て
い
く
も
の
で
、
年
輩
の

方
は
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
方
も
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
歌
を
う

た
っ
て
日
頃
の
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
う
た
ご
え
喫
茶
を
中
心
に
し

て
、
壮
年
世
代
の
元
気
を
取
り
戻
す

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

〜
ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
パ
事
業
が

本
町
で
行
な
わ
れ
ま
す

日
頃
希
薄
に
な
り
が
ち
な
父
親
と

子
ど
も
の
交
流
の
機
会
と
し
て
夏
か

ら
秋
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
内

容
は
陶
芸
制
作
（
八
月
）
と
野
焼
き

（
九
月
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

紹
介
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
詳
細

な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
生
涯
学

習
だ
よ
り
、
役
場
通
信
、
チ
ラ
シ
な

ど
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
生
涯
学
習

事
業
、
公
民
館
に
要
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
�
六
九
―
二
三
一
〇
）

十
五
年
度
の
公
民
館
生
涯
学
習
活
動

学
習
意
欲
応
援
し
ま
す

平
成
十
五
年
度
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
様
々
な
公
民
館
生
涯

学
習
活
動
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
別
表
の
と
お
り
）

今
回
は
予
定
さ
れ
て
い
る
事
業
か
ら
代
表
的
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
活
動
か
ら

公
民
館
活
動
か
ら

生
涯
学
習
活
動
か
ら

期日�

5/11�

5/18�

6/15�

6/20�

6/26�

6/29�

7/22～23�

7/24～25�

8/6～8�

8/15�

8/24,9/21�

8/27～28�

8/31�

9/21�

9/27～28�

10/5�

10/26�

10/25～26�

12/3～17�

12/19�

12/21�

1/8～16�

2/8�

2/29�

3/7�

4～2月�

5～2月�

4～11月�

8～10月�

事　　業　　名�

健康ウォークマラソン�

春の八塩登山�

うたごえ喫茶�

町民プールオープン�

青少年劇場�

町民運動会（トラック＆フィールド）�

保育園水泳教室�

少年自然教室�

水泳教室�

成人式�

アクティブパパ交流事業�

県公民館大会�

町民ゲートボール大会�

全県野焼きを楽しむつどい�

奥羽横断駅伝�

郡市コーラス交流会�

ひがしゆり音楽祭�

生涯学習作品展�

家庭バレーボール�

大平スキー場オープン�

高橋宏幸賞童話秋田県コンクール表彰式�

ナイタースキー教室�

冬季スポレク・ペタンク大会�

青年バレーボール決勝トーナメント�

スキー場クローズ�

ことぶき大学（11回）�

わくわくサークル（16回）�

陶芸教室（5回）��

高橋宏幸賞童話秋田県コンクール募集�

八塩いこいの森�

八塩山�

大琴生涯学習支援センター�

�

町民体育館�

町民運動場�

町民プール�

八塩いこいの森�

町民プール�

有鄰館�

町民体育館�

本荘市�

町民運動場�

八塩いこいの森�

�

町民体育館�

東由利中体育館�

有鄰館ほか�

町民体育館�

�

有鄰館�

大平スキー場�

町民体育館�

町民体育館�

�

公民館・有鄰館ほか�

公民館・有鄰館ほか�

陶芸作業所�

会 場 な ど � 対　象�

小学～一般�

一　般�

一　般�

�

幼児・小学校・一般�

一　般�

園　児�

小　六�

小学生�

成人者�

県内親子�

一　般�

一　般�

一　般�

�

一　般�

�

一　般�

一　般�

�

�

一　般�

一　般�

一　般�

�

高齢者�

小学生�

一　般�

　その他随時各分館による事業を予定しています。�
　生涯学習事業については期日の変更などもありますので、生涯学習�
だより、役場通信、チラシなどをお見逃しないように。�

主な生涯学習事業計画（予定）

▲平成14年度
「青山」より
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教
育
文
化
課
に
よ
る
子
育
て
支

援
活
動
は
次
の
三
つ
の
柱
を
中
心
に

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実

二
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置

三
、
子
育
て
支
援
活
動
の
実
施

今
回
は
本
年
度
子
育
て
支
援
活

動
予
定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
①
小
学
生

を
対
象
に
し
た
学
校
外
の
地
域
活
動

「
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
（
月
一
〜
二

回
）」、
②
保
育
園
児
が
絵
本
に
親
し

む
機
会
を
提
供
す
る
「
公
民
館
で
楽

し
む
つ
ど
い
（
月
一
回
）」、
③
保
育

園
・
小
中
学
校
の
保
護
者
に
対
す
る

「
子
育
て
講
座
（
年
五
回
）」、
④
定

期
検
診
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
利
用
し
て
、

絵
本
読
み
語
り
な
ど
の
子
育
て
交
流

事
業
を
実
施
す
る
「
き
ざ
く
ら
広
場

（
不
定
期
）」
⑤
町
生
涯
学
習
奨
励
員

な
ど
が
紙
芝
居
、
手
芸
、
自
然
観
察

な
ど
を
通
じ
子
供
と
ふ
れ
あ
う
「
地

域
交
流
事
業
（
不
定
期
）」
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
に
対
し
て
、

子
育
て
支
援
事
業
広
報
誌
「
子
育
て

応
援
し
ま
す
」を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

教
育
文
化
課
に
よ
る
子
育
て
事
業
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
配
布
さ
れ
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

応
援
し
ま
す
あ
な
た
の
子
育
て

〜
十
五
年
度
の
教
育
文
化
課
子
育
て
支
援
事
業

平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
教
育
文
化
課
に
よ
る
子
育
て
支

援
事
業
は
主
に
子
供
を
持
つ
保
護
者
に
対
す
る
精
神
面
の
支
援
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
も
引
き
続
き
活
動
を
行
い
ま
す
。

▲子育て支援事業広報誌

その1

20回�

の
本
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
の

だ
。宮

沢
章
夫
、
彼
の
文
章
に
お
け
る
最

大
の
魅
力
と
特
徴
は
「
と
に
か
く
見
つ

け
過
ぎ
・
考
え
過
ぎ
」
こ
の
一
言
に
つ

き
る
。
読
者
と
し
て
は
「
ど
ー
し
て
そ

ん
な
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
く
ん
だ
い

っ
！
」
と
、
思
わ
ず
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ

た
く
な
る
。
そ
ん
な
日
常
の
さ
さ
い
な

事
柄
を
彼
は
ど
う
し
て
も
流
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
出
来
な
い
。
例
え
ば
本
書
52

ペ
ー
ジ
『
わ
ざ
わ
ざ
書
く
』
か
ら
抜
粋

す
る
と
、〈
隣
の
駅
に
気
に
入
っ
た
洋

食
屋
を
見
つ
け
た
の
は
、
今
い
る
家
に

越
し
て
す
ぐ
の
こ
と
だ
っ
た
。
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
は
小
さ
な
瓶
に
入
っ
た
ソ
ー

ス
が
あ
る
。
醤
油
差
し
が
あ
り
、
爪
楊

枝
が
あ
り
、
紙
ナ
プ
キ
ン
が
あ
る
。
そ

し
て
問
題
は
、
容
器
に
入
っ
た
塩
だ
。

よ
く
見
か
け
る
種
類
の
塩
の
容
器
は
、

透
明
な
ガ
ラ
ス
製
で
あ
る
。
口
の
部
分

を
塞
ぐ
金
属
製
の
蓋
に
小
さ
な
穴
が
開

け
ら
れ
、
全
体
を
振
っ
て
そ
の
穴
か
ら

塩
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
私
が
驚
い
た
の
は
、
そ
ん
な
小
さ
な

容
器
に
ま
で
張
り
紙
が
し
て
あ
っ
た
こ

と
だ
。

「
蓋
を
開
け
ず
に
振
っ
て
く
だ
さ
い
」

い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
か
そ
ん
な
や

つ
が
い
る
も
の
か
と
私
た
ち
常
人
は
考

え
る
が
、
蓋
を
開
け
て
容
器
を
振
っ
た

た
め
に
、
塩
が
山
盛
り
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
や
つ
が
い
た
。〉
全
編
こ
ん
な
具

合
で
宮
沢
ワ
ー
ル
ド
が
展
開
す
る
。
塩

ビ
ン
ひ
と
つ
か
ら
こ
こ
ま
で
思
い
が
広

が
る
人
間
は
た
ぶ
ん
著
者
だ
け
だ
ろ

う
。
読
ん
で
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
こ

の
切
れ
者
な
の
か
ど
う
か
し
て
い
る
の

か
紙
一
重
な
世
界
が
た
ま
ら
な
い
。
彼

に
か
か
る
と
何
で
も
な
い
日
常
が
や
た

ら
お
か
し
く
見
え
て
く
る
の
は
、
や
は

り
筆
力
の
成
せ
る
技
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
も
う
一
つ
申
し
添
え
て
お

こ
う
。宮
沢
作
品
に
取
り
か
か
る
前
に
、

笑
う
も
ん
か
と
思
っ
て
い
て
も
絶
対
無

理
で
す
。
本
屋
で
手
に
取
っ
ち
ゃ
っ
た

人
は
、
買
っ
て
読
ん
で
は
ま
っ
て
、
あ

き
ら
め
て
笑
い
崩
れ
な
さ
い
。
本
当
に

う
ま
い
文
章
と
は
、
き
っ
と
こ
う
い
う

も
の
を
指
す
ん
だ
よ
。（
ひ
）

あ
る
貧
し
い
村
の
、
貧
し
い
男
の

人
が
、
山
の
中
で
拾
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ

の
種
。
こ
の
種
か
ら
育
て
た
か
ぼ
ち

ゃ
で
ス
ー
プ
を
作
り
（
最
初
は
小
さ

な
か
ぼ
ち
ゃ
だ
っ
た
の
で
す
。）
食

器
や
お
風
呂
を
作
り
（
だ
ん
だ
ん
大

き
く
な
っ
て
き
ま
す
。）
つ
い
に
は

家
や
ホ
テ
ル
ま
で
作
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ

う
し
て
村
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
村
と

し
て
有
名
に
な
り
、
貧
し
い
村
の
人

た
ち
も
貧
し
く
な
く
な
り
、
お
な
か

を
空
か
せ
て
い
る
人
も
い
な
く
な
っ

た
の
で
す
。

こ
の
村
の
人
達
を
幸
せ
に
し
た
も

の
は
、
小
さ
な
か
ぼ
ち
ゃ
の
種
で
し

た
。
も
し
か
し
て
、
人
は
誰
で
も
そ

の
よ
う
な
小
さ
な
種
を
持
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
育
て
た
時
に
、
こ
の
村

の
人
達
の
よ
う
に
シ
ン
プ
ル
だ
け
れ

ど
も
幸
せ
な
生
活
を
手
に
す
る
事
が

出
来
る
。「
人
が
幸
せ
に
な
る
の
に
、

そ
ん
な
に
沢
山
の
も
の
は
要
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
う
、
小
さ

な
か
ぼ
ち
ゃ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
っ
た
気
が
す
る
作
品
で
し

た
。（
泉
）

※
「
か
ぼ
ち
ゃ
も
の
が
た
り
」
は
、

公
民
館
図
書
室
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。

「
牛
へ
の
道
」

宮
沢
章
夫
著
・
新
潮
文
庫

題
名
で
誤
解
さ
れ
る
と
困

る
の
で
説
明
す
る
。こ
の
本
は
、

牛
に
関
す
る
資
料
本
で
は
決
し

て
な
い
。
最
初
の
脱
力
派
・
微

細
事
項
一
本
釣
り
王
と
、
私
が

勝
手
に
呼
ん
で
い
る
宮
沢
章
夫

の
エ
ッ
セ
イ
集
。
実
は
昨
年
も

今
頃
、
こ
の
人
の
本
を
紹
介
し

た
の
で
気
が
引
け
る
向
き
も
あ

る
が
、
春
に
な
る
と
何
故
か
彼

童
話
を
あ
な
た
に�

3
回�

「かぼちゃものがたり」
作・絵　真珠まりこ 学習研究社

▲きざくら広場活動から
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高
齢
者
の
学
習
の
場
に

〜
こ
と
ぶ
き
大
学
開
講
式

四
月
二
十
二
日
、
第
三
十
三
期
こ

と
ぶ
き
大
学
開
講
式
が
有
鄰
館
で
開

催
さ
れ
百
十
三
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
学
長
式
辞
に
引
き
続
き
、
阿
部

町
長
が
今
年
度
の
町
政
に
つ
い
て
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
幸
せ
は
安
心
に
あ

り
」
と
題
し
、
大
坂
高
昭
氏
（
大
内

町
）
が
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

と
ぶ
き
大
学
生
は
含
蓄
あ
る
話
を
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
十
一
回
の
こ
と
ぶ
き
大
学

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、高
齢
者
の
学
習

の
場
と
し
て
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲阿部町長による町づくり講話

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
を

〜
東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
合
同
入
団
式

四
月
十
二
日
、
町
民
体
育
館
で
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
合
同
入
団
式
が
行
わ
れ
、

団
員
、
指
導
者
な
ど
関
係
者
百
七
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
は
八
塩
野
球
、
八
塩
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
高
瀬
野
球
、
高
瀬
卓
球
、
東
由

利
町
ス
キ
ー
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

団
員
点
呼
、
指
導
者
紹
介
の
後
、
団

員
代
表
と
し
て
高
瀬
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
畠
山
健
君
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
運
動
適
性
テ
ス

ト
を
実
施
。

団
員
た
ち
は
式
を
通
じ
、
一
年
間
の

活
動
充
実
を
誓
い
ま
し
た
。

▲畠山健君による誓いの言葉

絵
本
を
通
じ
て
子
育
て

〜
子
育
て
講
座

四
月
五
日
、
み
ど
り
保
育
園
で

子
育
て
講
座
が
行
わ
れ
四
十
余
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
斉
藤
秋
一
郎
講
師

に
よ
る
テ
ー
マ
は
「
絵
本
で
子
育
て

を
」。
絵
本
読
み
語
り
を
交
え
つ
つ
、

子
育
て
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
講
座
後
、
情
報
交
換
を
行

う
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。こ

の
講
座
は
今
後
、
子
育
て
中

の
保
護
者
を
対
象
に
保
育
園
、
小
中

学
校
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
子

育
て
に
関
心
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▲斉藤氏による子育て講座

自
主
学
習
活
動
に
支
援

〜
土
曜
教
室
開
設

四
月
十
九
日
か
ら
土
曜
教
室
が
公
民

館
を
会
場
に
始
ま
り
、
小
学
生
十
一
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

教
室
を
担
当
す
る
の
は
昨
年
も
担
当

し
た
山
田
葉
子
さ
ん
（
大
琴
）。
前
年

の
経
験
を
活
か
し
学
習
指
導
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
「
土
曜
に
勉
強
を
し
た

い
」と
い
う
児
童
生
徒
の
た
め
に
、毎
週

土
曜
、
公
民
館
を
学
習
場
所
と
し
て
提

供
す
る
と
同
時
に
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
指
導
や
相
談
を
行
う
と
い
う
も
の
。

今
後
も
学
校
、
自
宅
以
外
の
学
習
の

場
と
し
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲和気あいあいとした土曜教室

■
桜
の
中
で
走
ろ
う

〜
第
16
回
黄
桜
ま
つ
り

健
康
ウ
ォ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン

●
期
日
　
五
月
十
一
日
（
日
）

●
日
程

受
　
付
　
　
八
時
三
十
分
〜
九
時

開
会
式
　
　
九
時

ス
タ
ー
ト
　
九
時
三
十
分

閉
会
式
　
　
十
一
時
三
十
分

●
会
場
　
東
由
利
町
八
塩
い
こ
い
の
森

内
八
塩
ダ
ム
周
回
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

●
種
目

・
中
学
校
男
子
　
四
キ
ロ

・
一
般
男
子（
高
校
生
以
上
）四
キ
ロ

・
一
般
女
子（
高
校
生
以
上
）四
キ
ロ

・
小
学
校
男
子（
四
年
生
以
上
）二
キ
ロ

・
小
学
校
女
子（
四
年
生
以
上
）二
キ
ロ

・
小
学
校
男
女（
三
年
生
以
下
）二
キ
ロ

・
中
学
校
女
子
　
二
キ
ロ

・
一
般
女
子（
高
校
生
以
上
）二
キ
ロ

・
一
般
男
子（
高
校
生
以
上
）九
キ
ロ

・
壮
年
男
子（
四
十
代
・
五
十
代
）二
キ
ロ

・
壮
年
男
子（
六
十
歳
以
上
）二
キ
ロ

・
親
子
ペ
ア
　
二
キ
ロ

●
参
加
料
　
五
百
円
（
小
中
学
生
、
六

十
歳
以
上
無
料
）

●
締
切
　
　
五
月
七
日
（
水
）

●
問
い
合
せ
　
大
会
事
務
局

�
六
九
―
二
三
一
〇

▲昨年度のウォークマラソンから
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教
育
文
化
課
に
よ
る
子
育
て
支

援
活
動
は
次
の
三
つ
の
柱
を
中
心
に

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

充
実

二
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置

三
、
子
育
て
支
援
活
動
の
実
施

今
回
は
本
年
度
子
育
て
支
援
活

動
予
定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

主
な
内
容
と
し
て
は
①
小
学
生

を
対
象
に
し
た
学
校
外
の
地
域
活
動

「
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル
（
月
一
〜
二

回
）」、
②
保
育
園
児
が
絵
本
に
親
し

む
機
会
を
提
供
す
る
「
公
民
館
で
楽

し
む
つ
ど
い
（
月
一
回
）」、
③
保
育

園
・
小
中
学
校
の
保
護
者
に
対
す
る

「
子
育
て
講
座
（
年
五
回
）」、
④
定

期
検
診
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
を
利
用
し
て
、

絵
本
読
み
語
り
な
ど
の
子
育
て
交
流

事
業
を
実
施
す
る
「
き
ざ
く
ら
広
場

（
不
定
期
）」
⑤
町
生
涯
学
習
奨
励
員

な
ど
が
紙
芝
居
、
手
芸
、
自
然
観
察

な
ど
を
通
じ
子
供
と
ふ
れ
あ
う
「
地

域
交
流
事
業
（
不
定
期
）」
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
中
学
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
保
護
者
に
対
し
て
、

子
育
て
支
援
事
業
広
報
誌
「
子
育
て

応
援
し
ま
す
」を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

教
育
文
化
課
に
よ
る
子
育
て
事
業
に

つ
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
配
布
さ
れ
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

応
援
し
ま
す
あ
な
た
の
子
育
て

〜
十
五
年
度
の
教
育
文
化
課
子
育
て
支
援
事
業

平
成
十
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
教
育
文
化
課
に
よ
る
子
育
て
支

援
事
業
は
主
に
子
供
を
持
つ
保
護
者
に
対
す
る
精
神
面
の
支
援
が

中
心
に
な
り
ま
す
。
本
年
度
も
引
き
続
き
活
動
を
行
い
ま
す
。

▲子育て支援事業広報誌

その1

20回�

の
本
が
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
の

だ
。宮

沢
章
夫
、
彼
の
文
章
に
お
け
る
最

大
の
魅
力
と
特
徴
は
「
と
に
か
く
見
つ

け
過
ぎ
・
考
え
過
ぎ
」
こ
の
一
言
に
つ

き
る
。
読
者
と
し
て
は
「
ど
ー
し
て
そ

ん
な
と
こ
ろ
で
つ
ま
ず
く
ん
だ
い

っ
！
」
と
、
思
わ
ず
ツ
ッ
コ
ミ
を
入
れ

た
く
な
る
。
そ
ん
な
日
常
の
さ
さ
い
な

事
柄
を
彼
は
ど
う
し
て
も
流
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
出
来
な
い
。
例
え
ば
本
書
52

ペ
ー
ジ
『
わ
ざ
わ
ざ
書
く
』
か
ら
抜
粋

す
る
と
、〈
隣
の
駅
に
気
に
入
っ
た
洋

食
屋
を
見
つ
け
た
の
は
、
今
い
る
家
に

越
し
て
す
ぐ
の
こ
と
だ
っ
た
。
テ
ー
ブ

ル
の
上
に
は
小
さ
な
瓶
に
入
っ
た
ソ
ー

ス
が
あ
る
。
醤
油
差
し
が
あ
り
、
爪
楊

枝
が
あ
り
、
紙
ナ
プ
キ
ン
が
あ
る
。
そ

し
て
問
題
は
、
容
器
に
入
っ
た
塩
だ
。

よ
く
見
か
け
る
種
類
の
塩
の
容
器
は
、

透
明
な
ガ
ラ
ス
製
で
あ
る
。
口
の
部
分

を
塞
ぐ
金
属
製
の
蓋
に
小
さ
な
穴
が
開

け
ら
れ
、
全
体
を
振
っ
て
そ
の
穴
か
ら

塩
を
出
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
私
が
驚
い
た
の
は
、
そ
ん
な
小
さ
な

容
器
に
ま
で
張
り
紙
が
し
て
あ
っ
た
こ

と
だ
。

「
蓋
を
開
け
ず
に
振
っ
て
く
だ
さ
い
」

い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
か
そ
ん
な
や

つ
が
い
る
も
の
か
と
私
た
ち
常
人
は
考

え
る
が
、
蓋
を
開
け
て
容
器
を
振
っ
た

た
め
に
、
塩
が
山
盛
り
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
や
つ
が
い
た
。〉
全
編
こ
ん
な
具

合
で
宮
沢
ワ
ー
ル
ド
が
展
開
す
る
。
塩

ビ
ン
ひ
と
つ
か
ら
こ
こ
ま
で
思
い
が
広

が
る
人
間
は
た
ぶ
ん
著
者
だ
け
だ
ろ

う
。
読
ん
で
い
る
方
に
と
っ
て
は
、
こ

の
切
れ
者
な
の
か
ど
う
か
し
て
い
る
の

か
紙
一
重
な
世
界
が
た
ま
ら
な
い
。
彼

に
か
か
る
と
何
で
も
な
い
日
常
が
や
た

ら
お
か
し
く
見
え
て
く
る
の
は
、
や
は

り
筆
力
の
成
せ
る
技
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
、
も
う
一
つ
申
し
添
え
て
お

こ
う
。宮
沢
作
品
に
取
り
か
か
る
前
に
、

笑
う
も
ん
か
と
思
っ
て
い
て
も
絶
対
無

理
で
す
。
本
屋
で
手
に
取
っ
ち
ゃ
っ
た

人
は
、
買
っ
て
読
ん
で
は
ま
っ
て
、
あ

き
ら
め
て
笑
い
崩
れ
な
さ
い
。
本
当
に

う
ま
い
文
章
と
は
、
き
っ
と
こ
う
い
う

も
の
を
指
す
ん
だ
よ
。（
ひ
）

あ
る
貧
し
い
村
の
、
貧
し
い
男
の

人
が
、
山
の
中
で
拾
っ
た
か
ぼ
ち
ゃ

の
種
。
こ
の
種
か
ら
育
て
た
か
ぼ
ち

ゃ
で
ス
ー
プ
を
作
り
（
最
初
は
小
さ

な
か
ぼ
ち
ゃ
だ
っ
た
の
で
す
。）
食

器
や
お
風
呂
を
作
り
（
だ
ん
だ
ん
大

き
く
な
っ
て
き
ま
す
。）
つ
い
に
は

家
や
ホ
テ
ル
ま
で
作
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ

う
し
て
村
は
、
か
ぼ
ち
ゃ
村
と

し
て
有
名
に
な
り
、
貧
し
い
村
の
人

た
ち
も
貧
し
く
な
く
な
り
、
お
な
か

を
空
か
せ
て
い
る
人
も
い
な
く
な
っ

た
の
で
す
。

こ
の
村
の
人
達
を
幸
せ
に
し
た
も

の
は
、
小
さ
な
か
ぼ
ち
ゃ
の
種
で
し

た
。
も
し
か
し
て
、
人
は
誰
で
も
そ

の
よ
う
な
小
さ
な
種
を
持
っ
て
い

て
、
そ
れ
を
育
て
た
時
に
、
こ
の
村

の
人
達
の
よ
う
に
シ
ン
プ
ル
だ
け
れ

ど
も
幸
せ
な
生
活
を
手
に
す
る
事
が

出
来
る
。「
人
が
幸
せ
に
な
る
の
に
、

そ
ん
な
に
沢
山
の
も
の
は
要
ら
な
い

ん
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
う
、
小
さ

な
か
ぼ
ち
ゃ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
っ
た
気
が
す
る
作
品
で
し

た
。（
泉
）

※
「
か
ぼ
ち
ゃ
も
の
が
た
り
」
は
、

公
民
館
図
書
室
に
置
い
て
あ
り
ま

す
。

「
牛
へ
の
道
」

宮
沢
章
夫
著
・
新
潮
文
庫

題
名
で
誤
解
さ
れ
る
と
困

る
の
で
説
明
す
る
。こ
の
本
は
、

牛
に
関
す
る
資
料
本
で
は
決
し

て
な
い
。
最
初
の
脱
力
派
・
微

細
事
項
一
本
釣
り
王
と
、
私
が

勝
手
に
呼
ん
で
い
る
宮
沢
章
夫

の
エ
ッ
セ
イ
集
。
実
は
昨
年
も

今
頃
、
こ
の
人
の
本
を
紹
介
し

た
の
で
気
が
引
け
る
向
き
も
あ

る
が
、
春
に
な
る
と
何
故
か
彼

童
話
を
あ
な
た
に�

3
回�

「かぼちゃものがたり」
作・絵　真珠まりこ 学習研究社

▲きざくら広場活動から
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高
齢
者
の
学
習
の
場
に

〜
こ
と
ぶ
き
大
学
開
講
式

四
月
二
十
二
日
、
第
三
十
三
期
こ

と
ぶ
き
大
学
開
講
式
が
有
鄰
館
で
開

催
さ
れ
百
十
三
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
学
長
式
辞
に
引
き
続
き
、
阿
部

町
長
が
今
年
度
の
町
政
に
つ
い
て
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
「
幸
せ
は
安
心
に
あ

り
」
と
題
し
、
大
坂
高
昭
氏
（
大
内

町
）
が
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ

と
ぶ
き
大
学
生
は
含
蓄
あ
る
話
を
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
十
一
回
の
こ
と
ぶ
き
大
学

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、高
齢
者
の
学
習

の
場
と
し
て
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲阿部町長による町づくり講話

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
を

〜
東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
合
同
入
団
式

四
月
十
二
日
、
町
民
体
育
館
で
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
合
同
入
団
式
が
行
わ
れ
、

団
員
、
指
導
者
な
ど
関
係
者
百
七
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
は
八
塩
野
球
、
八
塩
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
高
瀬
野
球
、
高
瀬
卓
球
、
東
由

利
町
ス
キ
ー
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

団
員
点
呼
、
指
導
者
紹
介
の
後
、
団

員
代
表
と
し
て
高
瀬
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
畠
山
健
君
が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
運
動
適
性
テ
ス

ト
を
実
施
。

団
員
た
ち
は
式
を
通
じ
、
一
年
間
の

活
動
充
実
を
誓
い
ま
し
た
。

▲畠山健君による誓いの言葉

絵
本
を
通
じ
て
子
育
て

〜
子
育
て
講
座

四
月
五
日
、
み
ど
り
保
育
園
で

子
育
て
講
座
が
行
わ
れ
四
十
余
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
斉
藤
秋
一
郎
講
師

に
よ
る
テ
ー
マ
は
「
絵
本
で
子
育
て

を
」。
絵
本
読
み
語
り
を
交
え
つ
つ
、

子
育
て
論
を
展
開
し
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
講
座
後
、
情
報
交
換
を
行

う
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し

た
。こ

の
講
座
は
今
後
、
子
育
て
中

の
保
護
者
を
対
象
に
保
育
園
、
小
中

学
校
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
子

育
て
に
関
心
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▲斉藤氏による子育て講座

自
主
学
習
活
動
に
支
援

〜
土
曜
教
室
開
設

四
月
十
九
日
か
ら
土
曜
教
室
が
公
民

館
を
会
場
に
始
ま
り
、
小
学
生
十
一
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

教
室
を
担
当
す
る
の
は
昨
年
も
担
当

し
た
山
田
葉
子
さ
ん
（
大
琴
）。
前
年

の
経
験
を
活
か
し
学
習
指
導
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
「
土
曜
に
勉
強
を
し
た

い
」と
い
う
児
童
生
徒
の
た
め
に
、毎
週

土
曜
、
公
民
館
を
学
習
場
所
と
し
て
提

供
す
る
と
同
時
に
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
指
導
や
相
談
を
行
う
と
い
う
も
の
。

今
後
も
学
校
、
自
宅
以
外
の
学
習
の

場
と
し
て
の
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ま
す
。

▲和気あいあいとした土曜教室

■
桜
の
中
で
走
ろ
う

〜
第
16
回
黄
桜
ま
つ
り

健
康
ウ
ォ
ー
ク
マ
ラ
ソ
ン

●
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日
　
五
月
十
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日
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日
）
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〜
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ロ
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�
六
九
―
二
三
一
〇

▲昨年度のウォークマラソンから



むし歯のなかった子

には　　マークがつ

いています

遠　藤　義
よし

佳
か

くん
蔵新田（克幸さん）

小　松　和
かず

生
き

くん
新町（晃さん）

佐々木　音
ね

色
いろ

ちゃん
新町（雅史さん）

小　松　ラ　イくん
田代（茂明さん）

遠　藤　瑛
えい

美
み

ちゃん
宿（育英さん）

遠　藤　采
あや

海
か

ちゃん
小倉（和也さん）

鍬　　　篤
あつ

哉
や

くん
新町（正人さん）

大　庭　唯
ゆい

都
と

くん
舘合新田（真悟さん）

齋　藤　翔
しょう

太
た

くん
寺田（義勝さん）

阿　部　颯
そう

汰
た

くん
新町（樹悦さん）

遠　藤　礼
れ

菜
な

ちゃん
祝沢（貴浩さん）

菊　池　　　舜
しゅん

くん
大吹川（晃さん）
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　　　（新町・１歳）　　　（新町・１歳）�
お父さん：定　幸さんお父さん：定　幸さん�
お母さん：紀　子さんお母さん：紀　子さん�
お話し：紀子さんお話し：紀子さん�

そう　　そう　　 ま�

佐々木　颯　馬くん�
　　　（新町・１歳）�
お父さん：定　幸さん�
お母さん：紀　子さん�
お話し：紀子さん�
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八　嶋　春
はる

樹
き

さん（黒渕・19歳）

―職業は
秋田ルビコンでマシンオペレーターをしています。

―趣味は
最近買った車でドライブをすることです。ビリヤ
ードやボーリング、パチンコをして遊ぶことも。
―自分の性格は
よく人を笑わせるので面白い性格だと思います。

―理想のタイプは
話しやすくて優しい人。

―目標（夢）は
ツインターボの車を新車で買って走らせることで
す。そのためにも、今は仕事をがんばって続けたい
です。

名前の由来は？

「草原を颯爽
さっそう

と走る馬をイメージしてお父さんが付けまし

た」

家族では誰が好き？

「お姉ちゃんです。泣いていても、お姉ちゃんが来れば泣

きやみます」

本人の性格は？

「とても甘えん坊です。でも短気なところもあります」

お父さんとお母さんから颯馬くんへひとこと

「病気や怪我をすることなく、元気に暮らしてね。颯馬が

大きくなったら、颯馬の運転でドライブしようね」

～1歳6カ月児健診から～
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

山
鳩
の
声
も
こ
ぼ
る
る
春
一
番
　
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

誰
も
も
つ
さ
す
ら
ひ
ご
こ
ろ
西
行
忌
　
　
　
船
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

ラ
ン
ド
セ
ル
背
な
に
大
き
く
入
学
す
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

薄
氷
割
る
あ
っ
ち
見
こ
ち
見
赤
い
靴
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

目
の
覚
め
て
を
り
明
け
易
く
な
り
て
を
り
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

春
畑
の
構
図
描
き
ぬ
鍬
杖
に
　
　
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

日
脚
伸
ぶ
仔
牛
小
さ
き
膝
を
折
り
　
　
　
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

春
炉
燵
三
時
の
お
や
つ
の
せ
て
待
つ
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

春
袷
ほ
ど
け
ば
母
の
返
し
針
　
　
　
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

こ
の
身
ま
た
素
直
に
太
り
春
ら
ん
ま
ん
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

転
げ
落
つ
丸
太
谺
す
峡
の
春
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

蕗
の
薹
面
出
す
田
の
畔
わ
た
り
か
な
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

雪
囲
い
解
き
て
仏
を
よ
ろ
こ
ば
す
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

鷲
掴
み
の
ま
ま
に
貰
い
し
野
蒜
か
な
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

墓
守
り
は
田
打
桜
か
無
縁
仏
　
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

春
暁
や
ひ
と
日
を
告
げ
る
時
報
曲
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

春
光
に
牛
の
胎
動
確
か
な
り
　
　
　
　
　
　
　
沼
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
弥

芽
吹
く
山
語
る
茶
の
友
ご
ざ
の
上
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

春
光
を
か
ら
め
て
宙
の
電
工
夫
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

雷
の
好
き
な
へ
そ

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
川
の
渕
に
仲

の
よ
い
兄
弟
河
童
が
住
ん
で
お
り
、
あ

る
日
、
こ
の
二
匹
の
河
童
は
、
丘
に
あ

が
っ
て
陽
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
ま
し

た
。
い
い
気
分
で
い
る
と
、
空
が
に
わ

か
に
曇
り
、
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た
と
思
っ

た
ら
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ド
シ
ー
ン
と
も
の
す

ご
い
音
が
し
ま
し
た
。

驚
い
た
兄
弟
河
童
は
、
急
い
で
川
の

ほ
と
り
の
岩
か
げ
に
身
を
寄
せ
て
ふ
る

え
て
い
る
の
で
し
た
。
し
ば
ら
く
た
っ

て
、
そ
っ
と
目
の
前
を
見
る
と
、
頭
に

小
さ
な
角
の
あ
る
雷
の
子
ど
も
が
死
ん

だ
よ
う
に
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
二
匹
の

河
童
は
、
岩
の
上
に
抱
え
て
い
き
、
背

や
腹
を
さ
す
っ
た
り
一
生
懸
命
に
介
抱

し
、
や
っ
と
の
こ
と
で
息
を
吹
き
か
え

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

雷
の
子
ど
も
は
、
二
匹
の
兄
弟
河
童

を
見
た
と
た
ん
、「
ワ
ァ
ワ
ァ
ー
」
と

泣
き
出
す
仕し

末
で
す
。
き
っ
と
、
初
め

て
見
た
河
童
に
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
雷
の
子
ど
も
は
な
か
な
か
泣
き
や

む
様
子
が
な
く
、
兄
の
河
童
は
「
せ
っ

か
く
助
け
て
や
っ
た
の
に
泣
い
て
い
る

ば
か
り
だ
。
ほ
お
っ
て
お
こ
う
。
そ
れ

よ
り
昼
め
し
に
し
よ
う
や
」
弟
河
童
は

う
な
ず
い
て
川
か
ら
と
っ
た
小
魚
を
食

べ
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
て
い
た
雷
の
子
ど
も
は
、

「
お
ら
も
腹
へ
っ
た
。
お
ら
は
雷
の
子

ど
も
だ
か
ら
、
人
間
の
へ
そ
．
．

を
食
べ
た

い
」
と
駄
々
を
こ
ね
る
の
で
し
た
。
二

匹
の
兄
弟
河
童
は
、
目
を
ま
る
く
し
て

「
な
に
な
に
、
人
間
の
お
へ
そ

．
．
．

っ
…
」

と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。「
そ
う
、

人
間
の
お
へ
そ

．
．
．

で
な
け
れ
ば
だ
め
…
」

と
、
ま
た
泣
き
だ
す
の
で
し
た
。

二
匹
の
河
童
は
あ
き
れ
て
し
ま
い

「
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
。
人
間
の
へ
そ
．
．

今
と
っ
て
持
っ
て
く
る
か
ら
な
」
そ
う

言
う
と
兄
の
河
童
は
、
田
ん
ぼ
に
出
か

け
て
い
き
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
兄
の
河
童
は
、

蕗
の
葉
っ
ぱ
に
た
く
さ
ん
の
つ
ぶ
．
．

（
た

に
し
）
を
と
っ
て
き
て
、
雷
の
子
ど
も

に
渡
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
こ
こ
ら
あ

た
り
の
人
間
は
、
生
ま
れ
た
と
き
み
ん

な
へ
そ
．
．

を
田
ん
ぼ
に
捨
て
る
な
ら
わ
し

が
あ
っ
て
な
、
へ
そ
．
．

を
食
べ
た
く
な
っ

た
ら
田
ん
ぼ
に
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら

…
」「
う
ん
、
わ
か
っ
た
。
お
へ
そ

．
．
．

は

う
ま
い
な
ぁ
」
雷
の
子
ど
も
は
つ
ぶ
．
．

を

人
間
の
へ
そ
．
．

と
思
っ
て
、
う
ま
い
う
ま

い
と
食
べ
る
の
で
し
た
。
兄
弟
河
童
の

お
か
げ
で
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
雷

の
子
ど
も
は
雲
の
上
に
帰
り
ま
し
た
。

親
達
に
こ
の
兄
弟
河
童
か
ら
聞
い
た
こ

と
を
話
し
た
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、
こ
の
あ
た
り
の
田
ん
ぼ

に
は
、
雷
が
よ
く
落
ち
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）
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落
つ
丸
太
谺
す
峡
の
春
　
　
　
　
　
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

蕗
の
薹
面
出
す
田
の
畔
わ
た
り
か
な
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

雪
囲
い
解
き
て
仏
を
よ
ろ
こ
ば
す
　
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

鷲
掴
み
の
ま
ま
に
貰
い
し
野
蒜
か
な
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

墓
守
り
は
田
打
桜
か
無
縁
仏
　
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

春
暁
や
ひ
と
日
を
告
げ
る
時
報
曲
　
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

春
光
に
牛
の
胎
動
確
か
な
り
　
　
　
　
　
　
　
沼
　
　
鈴
　
木
　
孝
　
弥

芽
吹
く
山
語
る
茶
の
友
ご
ざ
の
上
　
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

春
光
を
か
ら
め
て
宙
の
電
工
夫
　
　
　
　
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

雷
の
好
き
な
へ
そ

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
川
の
渕
に
仲

の
よ
い
兄
弟
河
童
が
住
ん
で
お
り
、
あ

る
日
、
こ
の
二
匹
の
河
童
は
、
丘
に
あ

が
っ
て
陽
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
ま
し

た
。
い
い
気
分
で
い
る
と
、
空
が
に
わ

か
に
曇
り
、
ピ
カ
ッ
と
光
っ
た
と
思
っ

た
ら
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ド
シ
ー
ン
と
も
の
す

ご
い
音
が
し
ま
し
た
。

驚
い
た
兄
弟
河
童
は
、
急
い
で
川
の

ほ
と
り
の
岩
か
げ
に
身
を
寄
せ
て
ふ
る

え
て
い
る
の
で
し
た
。
し
ば
ら
く
た
っ

て
、
そ
っ
と
目
の
前
を
見
る
と
、
頭
に

小
さ
な
角
の
あ
る
雷
の
子
ど
も
が
死
ん

だ
よ
う
に
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
二
匹
の

河
童
は
、
岩
の
上
に
抱
え
て
い
き
、
背

や
腹
を
さ
す
っ
た
り
一
生
懸
命
に
介
抱

し
、
や
っ
と
の
こ
と
で
息
を
吹
き
か
え

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

雷
の
子
ど
も
は
、
二
匹
の
兄
弟
河
童

を
見
た
と
た
ん
、「
ワ
ァ
ワ
ァ
ー
」
と

泣
き
出
す
仕し

末
で
す
。
き
っ
と
、
初
め

て
見
た
河
童
に
驚
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
雷
の
子
ど
も
は
な
か
な
か
泣
き
や

む
様
子
が
な
く
、
兄
の
河
童
は
「
せ
っ

か
く
助
け
て
や
っ
た
の
に
泣
い
て
い
る

ば
か
り
だ
。
ほ
お
っ
て
お
こ
う
。
そ
れ

よ
り
昼
め
し
に
し
よ
う
や
」
弟
河
童
は

う
な
ず
い
て
川
か
ら
と
っ
た
小
魚
を
食

べ
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
て
い
た
雷
の
子
ど
も
は
、

「
お
ら
も
腹
へ
っ
た
。
お
ら
は
雷
の
子

ど
も
だ
か
ら
、
人
間
の
へ
そ
．
．

を
食
べ
た

い
」
と
駄
々
を
こ
ね
る
の
で
し
た
。
二

匹
の
兄
弟
河
童
は
、
目
を
ま
る
く
し
て

「
な
に
な
に
、
人
間
の
お
へ
そ

．
．
．

っ
…
」

と
び
っ
く
り
し
て
い
ま
す
。「
そ
う
、

人
間
の
お
へ
そ

．
．
．

で
な
け
れ
ば
だ
め
…
」

と
、
ま
た
泣
き
だ
す
の
で
し
た
。

二
匹
の
河
童
は
あ
き
れ
て
し
ま
い

「
わ
か
っ
た
わ
か
っ
た
。
人
間
の
へ
そ
．
．

今
と
っ
て
持
っ
て
く
る
か
ら
な
」
そ
う

言
う
と
兄
の
河
童
は
、
田
ん
ぼ
に
出
か

け
て
い
き
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
兄
の
河
童
は
、

蕗
の
葉
っ
ぱ
に
た
く
さ
ん
の
つ
ぶ
．
．

（
た

に
し
）
を
と
っ
て
き
て
、
雷
の
子
ど
も

に
渡
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
こ
こ
ら
あ

た
り
の
人
間
は
、
生
ま
れ
た
と
き
み
ん

な
へ
そ
．
．

を
田
ん
ぼ
に
捨
て
る
な
ら
わ
し

が
あ
っ
て
な
、
へ
そ
．
．

を
食
べ
た
く
な
っ

た
ら
田
ん
ぼ
に
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら

…
」「
う
ん
、
わ
か
っ
た
。
お
へ
そ

．
．
．

は

う
ま
い
な
ぁ
」
雷
の
子
ど
も
は
つ
ぶ
．
．

を

人
間
の
へ
そ
．
．

と
思
っ
て
、
う
ま
い
う
ま

い
と
食
べ
る
の
で
し
た
。
兄
弟
河
童
の

お
か
げ
で
す
っ
か
り
元
気
に
な
っ
た
雷

の
子
ど
も
は
雲
の
上
に
帰
り
ま
し
た
。

親
達
に
こ
の
兄
弟
河
童
か
ら
聞
い
た
こ

と
を
話
し
た
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
か
ら

と
い
う
も
の
、
こ
の
あ
た
り
の
田
ん
ぼ

に
は
、
雷
が
よ
く
落
ち
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

七
一
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－10�
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出生（人）�
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転入（人）�
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3月異動人数�1月からの累計�

5�

8�

10�

24

6�

18�

16�

39

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

1�

14�

0�

0�

0�

0�

0

1�

40�

1�

0�

1�

0�

1

３　月�
発生数�

1月から�
の累計�

15.5.1 広報ひがしゆり　18

北
海
道
、
本
州
（
中
部
以
北
の
日
本
海
側
）
に
生
え
る
大
型
の

多
年
草
で
、
こ
こ
で
は
ミ
ョ
ウ
サ
ク
と
い
い
ま
す
が
、
イ
ト
サ
ク
、

ミ
ツ
マ
タ
な
ど
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
山
沿
い
の
湿
り
気
の
多
い
谷

川
沿
い
、
河
岸
、
樹
陰
な

ど
を
好
ん
で
群
生
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
高
さ
は

２
�
に
も
な
り
、
根
生
葉

は
長
楕
円
形
の
小
葉
か
ら

な
る
２
、
３
回
羽
状
複
葉

で
裏
は
や
や
白
く
な
り
ま

す
。
８
、
９
月
に
直
立
し

た
花
茎
の
上
に
白
色
の
五

弁
花
を
大
き
い
散
形
花
序

を
つ
く
っ
て
開
き
、
花
後
、

広
楕
円
形
の
実
を
つ
け
ま

す
。
こ
の
若
芽
は
塩
蔵
さ

れ
、
賞
味
さ
れ
ま
す
。

1�　八塩いこいの森観桜会

（～14日）

2�　臨時議会

3�　憲法記念日

4�　国民の休日

5�　こどもの日

8�　予防接種（個別・日本脳炎）

10�　黄桜まつり（湖上花火大会）

ふれあい献血

11�　東京東由利会（赤羽会館）

黄桜まつり（健康ウォーク

マラソン、黄桜歌謡ショー）

ふれあい献血

13�　機能訓練

15�　第4回合併協議会

予防接種（個別・三混）

17�　町招待中学校野球大会

18�　春の八塩山登山

20�　ことぶき大学

22�　乳児健診

25�　秋田・東由利を語る会

27�　予防接種（個別・風疹）

28�　機能訓練

29�　フレッシュ教室

東
由
利�

エ
ゾ
ニ
ュ
ウ（

セ
リ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
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五
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二
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秋
田
県
由
利
郡
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由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
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八
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・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.219

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

遠
藤
記
さ
ん
（
郡
山
市
）

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

畠
山
紀
子
さ
ん
（
横
小
路
）、
阿
部
隆
一
さ

ん
（
蔵
新
田
）、
佐
藤
吉
和
さ
ん
（
中
通
）、

小
笠
原
慶
照
さ
ん
（
横
渡
）、
伊
東
隆
悦
さ

ん
（
蔵
新
田
）、
佐
藤
増
子
さ
ん
（
新
処
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

暖かい日が
続いたと思っ
たら、肌寒い

雨の日が続き…。天気が変わる度に「今日はつ
ぼみも膨らんだだろう」「今年は遅い開花かな」
と八塩ダムの桜が気になってしまう、今年もそ
んな季節がやってきましたね。随分先の天気予
報と、桜咲き乱れる八塩ダムを想像し、既に桜
に心奪われているような気がします。役場にも
桜情報の問い合わせのお電話がたくさん寄せら
れています。東京や関西方面の方からだったり
すると、東由利町の桜も全国区なのだと実感し
ます。また、そんな桜の名所が本町にあること
がますます誇りに思えてくるのです。（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.chokai.ne.jp/higashiyuri/

（
３
月
21
日
〜
４
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
３
月
21
日
〜
４
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

３／16
横
　
山
　
麻ま

衣い

ち
ゃ
ん〈
慶
　
和
〉
向
　
田

真
由
美

３／19
遠
　
藤
　
萌も

え

加か

ち
ゃ
ん〈
和
　
也
〉
小
　
倉

歩

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

３
／31
大
　
庭
　
朋
　
和
さ
ん

）
船
　
木

佐
々
木
　
美
穂
子
さ
ん

平
鹿
町

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

３／21
佐
藤
　
吉
雄
さ
ん
（
74
）
吉
　
和
･

父
　
・
中
　
通

３／21
阿
部
　
誠
也
さ
ん
（
83
）
隆
　
一
･

父
　
・
蔵
新
田

３／23
大
塚
　
　
清
さ
ん
（
62
）
ト
　
ク
･

夫
　
・
板
　
戸

３／24
小
笠
原
慶
蔵
さ
ん
（
73
）
テ
ル
子
･

夫
　
・
横
　
渡

４／４
大
日
向
サ
タ
オ
さ
ん
（
88
）
幸
　
博
･
祖
母
・
宮
ノ
前

４／５
工
藤
　
勇
子
さ
ん
（
54
）
定
　
男
･

妻
　
・
野
　
田

４／７
渡
辺
　
清
一
さ
ん
（
71
）
佐
藤
増
子
･
父
・
時
雨
山

４／10
伊
東
喜
一
郎
さ
ん
（
88
）
ト
ミ
ヱ
･

夫
　
・
大
　
琴

４／17
小
松
　
イ
チ
さ
ん
（
71
）
兵
　
亮
･
妻
・
舘
合
新
田

４／19
工
藤
喜
美
雄
さ
ん
（
90
）
ト
　
ミ
･

夫
　
・
新
　
処

4月上旬、町内でフクジュソウが咲いたという
話を聞いて早速見に行ってみることに。場所は定
かではなかったのですが、フクジュソウが群生し
ている土手はすぐに目を引き、車の中からでも簡
単に見つけることができました。
黄色い花はとてもかわいらしく、でも残雪のす

ぐ脇に咲くその姿はどこかたくましくもあります。
まさに春を告げる花なのだと実感しました。

（広報担当）


